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竹富方言の基礎語彙
－分野（６）食一
加治工真市
rアー［「?ax］（名）粟。「アーー'ヌッサユー「ジョーッー'トニトゥ｢ラ１－ドゥ「アーコヤ
ーワー可リヤーｒアー可ヌッサ「ジョーッー'トニトゥ「リー［｢?ax可nussajux
rd3oxt~ltonituFraMur?ax可jaxrnox~lrijaxr?ax~lnussaFd3ozt可toniturrix］（粟の
草を上等に取ったら、粟は稔るので、粟の草を上等に取りなさい《除草しなさい》）
竹富島で作る粟は、ほとんど糯粟である。種取り祭のイ｢バッチ［?irbattJi］（飯初）を
作るため、糯粟をこれて作るのに必要である。最近は粟餅を作る人もいなくなった。
｢アーサ［「?axsa］（名）あおさ（石專)。緑藻類の海草。干潮線の珊瑚礁に着生している。
「アー可サヌシューヤー「モー'アダン｢ナッティプヤーダ｢シ可ヌ力「ヌースヌ可ヤッ
ターｒアー可サヌシューヤｒモーコアドウア｢ルー［｢?ax~lsanuJuxjgxrmo1adan
FnamjgxdarJi1nukarnuxsunu可jattaxr?ax可sanuJuxjaFmox可adu？arrux］（あ
おさの汁はおいしかったよ。出汁がよかったらあおさの汁はおいしい）
rアーコシスク［｢?ax-1Jis9ku］（名）「和えたスク」の義か。あみあいどの幼魚の塩漬。６月
頃に沖の方から海岸に寄ってくる。海草を食う以前に網で掬いとる。塩漬けにして、塩
辛を作った。今はスクも寄って来なくなった。昔は｢アー可シスク（スク塩辛）を芋と一
緒に食した。
｢アウジコシン［｢?aud3iTiO］（名）老人（おじいさん）たちが来客となるもの。部落の幹
部や有志の人々のように役職に就くことがなく老人となった男'性一般が来客となるも
の。
アrギト司一フー［｢?argitOうゆUX］（名）揚げ豆腐。ｒアギトーフドゥ可ン｢マー'サ｢ルー
［｢?argitox⑪udU可？mrmaMrrux］（揚げ豆腐がおいしい)。「トー可ブドウ「アンゲーダ司
一［rtoxludur?aOgexda1x］（豆腐を揚げた）「キュー可ヤーｒヨイー'ヌア｢ルー可ヌ
ヤリッティーｒトー可フユーアンゲーシェー｢ラー［rkju21jarjomu？arruz可nu
jarittixrtox司中ujux？aOgexJexrrax］（今日は祝儀があるのだから、豆腐を揚げそうだ）
アザイ［?ardzai］（名）しゃこ貝（碑牒貝)。
ア「ジ［?ard3i］（名）あじ（味)。ア「ジヌドゥメコーア｢マコサ「チョッー'夕一
［?ard3inudume可ｘ？arma-1sartJot可tax］（味が少し甘いのだ)。「キユーツー’トウニ
テイヌミシュジロー「メ司一力｢ラー'サドゥア｢ルー［rkjuxt可[,uxtinumiJud3irox
rme可ｘｋａｒｒａ~lsadu？a｢rux］（今朝の味噌汁は少し塩辛いよ)。「クヌコヒ｢キラリーヤ
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一ア｢ジプヌドウジヨ－rトー［rkunu可９１｢ki-1unoxj9x？ard3i可nudud3oxrtox］（こ
の漬け物は味がいい《上等だ》）
アrツアナ［?ard3i可ana］（名）蛸の穴。穴に蛸が居るときは、古い珊瑚石で蓋をしている
が、蛸が抜け出た跡は新しい石で蓋をしてあるという。蛸の穴を発見したら、嫁にはそ
の場所を教えるが、分家していく子には教えないという。
ア｢ジヌ可ピrサ可ルヌ［?ard3inu-1pl｢sa可runu］（連）味のうすいもの。うす味。ア｢ジヌ可
ピrサ可ルヌドゥー「バン可ダヤーヒ｢キ可ラー［?ard3inu可成｢sa-1runuduxrban-1daja：
girki可rax］（味のうすいのが私たちは好きだ）
rアッシ［｢?alJi］（名）大槌形の杵。
アツァヨスン［?artsa可sun］（動）あたためる（暖める)。「シュ司一ヤ「ピー可リッ｢サーリ
ドウ丁ウリーヤアッ｢ツァシ［rJux可jarpix可risrsaxridmurixja？atrtsaJi］（お汁は
冷たくなっているので、あたため《暖め〉なさい)。アシ｢ツァサ｢ナーッ可タンティン
ミ｢シャン［?artsa丁sarnaxtTantimmi｢Jan］（暖めなくてもよい）
｢アッパリン［｢?appaTiU］（名）老婆（おばあさん）たちが来客となるもの。
ア｢（［?a＄a］（名）あぶら（油)。ア｢（可ユー「タンギラシェー１－「メー'ダ「ワ司一ア「
（可一「タンギラヌー［?arba可jurtaUgila｢e可ｘｒｍｅ可darwaｺﾞZ？aもa1zrtaOgiranux］
（油をたぎらせ《激る》、君の油は、まだ沸騰していない)。ア｢（可一「タンギラシッ
テイドゥーハン可ビロー「ヤイドゥ「ラー［?arba-1zrtaOgiraJittiduxham1biroX
rjaidurrax］（油は沸騰させて、天麩羅は焼くのだ《揚げるのだ》）
アワー［?a｢中ux］（名）あく（灰汁)。ア｢フーヌドゥシュ－１サ｢ルー［?a｢⑪umudu
JuxM｢rux］（灰汁が強い）
ア｢マザキ［?armadzaki］（名）酢。「甘酒」の義。酢は米で作っていた。ア｢マザキドゥ
くうリオーッタ｢伊一［?armadzakidu可．k,u可rioxttarda~'x］（酢を作っておられた)。
ア｢マサダ｢ルー［?armasadarrux］（形）甘い。塩気がうすい。「ワー可オ｢力可ズヤヤー
ア｢マサダ｢ルー［rwax可？arkaUzujajgx？a｢masadarrux］（君のおかずは甘いよ)。オ「
ガズヌア「マサリ可ラーｒイー可ヤーカツ「ティーiラルｒヌ［?orka1dzunu
？armasari可raxrWjakatrti可rarurnu］（おかずが甘かったら、ご飯は食べられない)。
サッr夕司ヌーアジヤーア｢マサダルー［satrta可､ｕ？ad3ijgx？armasadarux］（砂糖
の味は甘い)。ア｢マックラーイシードゥラー［?armakkuraxiJixduraX］（甘すぎて
おいしくない）
｢イ可一［｢?i可x］（名）「飯」の義。食物。食事。「イー可ユリ司一ホイ［｢?ix可ｊｕｒｍｅ－１ｘ
ｈｏｉ］（食事《飯》を少し食べなさい)。「イー可ユリ司一ナーファードゥ「ウシ可トゥ
「ナシ可トゥｒケンコー－１ドウ｢ラー［｢?ix7jurme-1xnax中aXdur?umturnat可tu
rkeUkoxUurrax］（飯を少しずつ食べたほうが老人になると健康だよ）Ｆワーヤメー１－
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「イー可ユ「ヤーー'サホイドゥウリーヤーリ１－ピ｢ラシェー［Ｆｗａｘｊａｍｅ可ｘ
「?ix可jurjax1sahoiduulFixjarme可xpirraJex］（君はもう飯をたくさん食べているか
ら、少し減らしなさい）
｢イー可ナ｢ビ［｢?imarbi］（名）「飯鍋」の義。ご飯を炊く鍋のこと。
イー｢マイ［?ix｢mai］（名）わん（椀)。「飯まかり」の転訓。「飯椀」のこと。シュー｢マイ
［Juxrmai］（名）汁椀。「汁まかり」の義。
｢イー可マー｢シー［｢?i:可maxrIiX］（名）炊事。「飯まかし、飯沸かし」の義か。ご飯を炊く
こと。「イー丁マーシーホワードゥッ｢サホーイコハ｢デイリヤー「ハイコサ「イー可
マー｢シー［｢?ix~lmaxJihowaxdusrsahoXi丁harra7irijgxrhai可ｓａｒ?ixmaxrJix］（ご飯
を炊いて食ぺたらこそ、仕事には行けるのだから、早くご飯を炊きなさい)。
イ｢シ可ウス［?i｢Ji-1usu］（名）石臼。ｒキーウス［kixsus］（木臼。木製の米搗き用の臼)。
イ｢ジュ［?ird3u］（名）魚。「いを」の転計上したものか。「オ可ナーヤ「テー可ドウンナーヤ
イ「ジュトゥリー'シトゥヌドゥブ｢ラーンチョー［｢?o可naxjartexUunnaxja
？ird3uturiWunuduburraxnrtJox］（ここには、竹富島には魚を漁獲する人がいないん
ですよ）
イ｢ジュヌ・イ｢ル［?ixrd3unu-irru］（名）魚の鱗、イ｢ジュヌイル可トゥラードゥ「シュ
ーコヤ「バーシフアーイリヤコーイ｢ルーコハ｢ギー［?ird3unuiru可turaxdurJux可ja
rbaxJi小axirijg7X？irrux可hargix］（魚の鱗は取り除いた方がお汁は炊いて食ぺられるか
ら鱗を剥ぎとりなさい）イ「ルー可ハギッテイドウ「シュー－１ヤ「バーシファーイ－１
ドゥ｢ラー［?irru:可hagittidurIux可jarbaxJi小axi~ldurrax］（鱗を剥いでぞ、お汁は
炊いて食べられるのだよ）
イrジュヌ・（｢夕［?ird3unu-barta］（名）魚の腹。
イ｢ナヒキ［?irna9jki］（名）杵。「稲搗き」の義が。
イ｢ゴスリウ｢ス［?i｢ni1suriursu］（名）「稲摩臼」の義。硬き臼。
イrバッチ［?i｢batUi］（名）「飯初」の義か。初収穫の糯粟を糯米と煮て、提ねて作った、
直径１０センチほどの団子。種取祭に神前に供える。竹富の神行事には、米と粟の団子
（お握り）を作って供物とする。普通は、餅は作らないという。正月の鏡餅と十五夜に
だけ餅を作って供える。種取祭の頃は、イ｢バッチを常食とする。１週間ほど続けて食
べる。
イ｢ルイヤ［?irruija］（動）煎る。いる。マ｢ミ可ユーイ｢ルイ可ヤー［maFmi可ｊｕ？irrui可jgx］
（豆を前なさい)。「ワーヤメー可ダイ｢ルイッリャンパイ｢ルナ［rwaxjamex可ｄａ
？irruiJVamba？irruna］（君はまだ煎ることができないから煎るな)。
イ｢ロチ［?irrotJi］（名）魚名、イ｢ロバチャー［?irrobatJax］ともいう。ぶだいの一種。
rインザ［「?indza］（名）円座。土間に置いて座るのに用いる藁製の敷物。藁縄で作るこ
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ともある。直径約30センチほどの円形の敷き物。「インザ句ナー「ビシテイーハンガ
ーユヲカ「クイテイーナー可ザナー「イーコヤ「フェー［｢?indza~InaxFbiJitix
haOgaxju可ｋａ｢kuitixrnaMzanax？ixr中ex］（円座に座って、羽鍋を囲んで、土間でごＯ
飯は食べなさい)。
ウrサイ［?ursai］（名）おかず（副食物)。「クレー可ウ｢サイ－１ドゥラー［rkurex可
？ursai可durax］（これは、おかずだよ)。グ｢シ－１ヌ｢才一コドゥスンガドゥウrサイ可
ヌドゥタ｢ラーン［gurjWnuriix~ldusuOgadu？ursai可nudutarraxO］（お酒を飲ん
でいるが、おかずがたりない)。オ｢がズヤイ「ジューナニッスドゥー’マ｢シ１－
［?orkaUzuja？ird3uxn5xssudu可ｍａ｢Ji可x］（おかずは魚の刺身がよい《ましだ》）
ウ｢シヌ・シー［?urJinuJix］（名）牛乳。「牛の乳」の義。
rウン可ツァイ［｢?Un1tSai］（名）野菜の一種。えんさい。「ウン可ツァイヤーｒヌーサデ
フ｢クリ可ウタナッテイヤー［｢?u､可tsaijgxrnuxsara~１判rkuri1utanattijgx］（えんさいは、
たくさん作っていた)。昔の人は、ミワダラ［mird3idara］（台所の使用水を溜める水
たまり）の周辺にえんさいを植え、その葉を摘んで葉菜として食した。
｢カーシ［｢kaxJi］（名）お菓子。「カーシコカイ｢クー［rkaxJi1kairkux可］（お菓子を買っ
てこい)。ムrカリヤーイ｢チバ可ンン｢マ可サルカーシェーヤーク｢ロ可パンテイ
ーウヌーアリッテイーク「ロコパントゥアミ「カーシ［murkaTij3x？irtJiba可、
？ｍｒｍａ丁sarukaxJexjgxkurro可pantixunux？arittixkurro可pantu？armikaxJi］（昔は、
一番おいしいお菓子は、黒パンというものがあって、黒パンと飴菓子であった）
｢カーリ・イ｢ジュ［rkaxTi?ird3u］（名）魚の干物。「乾かし魚」の義。魚を天日乾燥した
もの。竹富島では、ハ｢ダラー［hardarax］（トウゴロイワシ）が大量に漁獲されたとき
に、それを天日乾燥して保存した。「カーシイジュともいう。ハ｢ダラーが寄るときは、
海の色が変わるほど群れてきた。
力｢ニドッチ［karrdottJix］（名）かまど（竃)。
｢カーライシェー［rkaxraiJex］（動)、（喉が）かわくよ。ヌｒドゥ可ヌドゥ「カーライシェ
ー［nurdTnudurkaxraiJex］（喉がかわくよ)。
rカイ［rkai］（名）かゆ（粥)。ｒキュー可ヤーカ｢ゼヒキッサーリドゥー’ウ｢リー可ヤ
ー「カイタイファーシェー［rkjuX可j9xka｢d3e9jkkisaxridu可？urriX可ｊＯ：ｒｋａｉ
ｔａｉ⑪axJex］（今日は風邪をひいているから、お粥を炊いて食べさせなさい)。
｢カイヒキ［rkai99lWi］（名）せきはん（赤飯)。「キュー可ヤヤー「タン可ジョービヤリッ
ティー「カイ可ヒキードウーｒマーリェー｢スヌ可シェー［rkjux可jajaxrtan1d3oxbi
jarittixrkai19kixdurmax1JexrsunuTex］（今日は誕生日なので、赤飯を炊いてあるね
え）。「シェイロー可ナピーナドゥ「カイ可ヒキヤーｒンブ可シライｒルー
［rJeiro:~inabi:nadurkaMkijaxr?mbuTirairru:］（蒸籠鍋で赤飯は蒸し煮することが
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できる)。
力｢ダシ［kartaTi］（名）魚名。和名みなみひめじ。
ガチヤーチ［kartJaXtJi］（動）掻き混ぜる。これる。ｒジョーコトニカチャーサントゥー
「ブイ可ナーヌ「ヌクリ可ドゥウリーヤー「フイー'ナー「ヌクサンヨーニ－１シー「ジ
ョーッ可トニカチャー｢シー［｢d3ox1tonikatlaxsantux1ui1naxnuFnukuri可ｄｕ
ｕｒｉｘｊｇｘｒ中ui可naxFnukusaJIjoxni可Jixrd3oxt~ltonikatJaxrJix］（上手に掻き混ぜない
と粒々が残っているから、粒々を残さないようにして、上等に掻き混ぜなさい）
カツ｢チュブシ［katrUubuJi］（名）かつをぶし（鰹節)。カツ｢チュブシドゥカイ可ケーｒ
ルー［katrtJubuJidukai可ke2｢ru:］（鰹節を買ってきた)。鰹節は石垣島から買ってきた。
カツ｢ティザヌフク｢リー［katrIimu中ukurix］（連）おかずを作れ。カツ｢テイ可ウヌ
［katrti可Ijnu］（おかず)。カツ「ティー'ラヌサーニドゥ「イー－１ヤ「ファーイラー
［kat｢〔i可unusaznidur?ｉｘ１ｊａｒ⑪axilax］（おかずと一緒にしかご飯は食ぺられない。おか
ずでぞご飯は食べられる)。
力｢ツヌ・ケー'ラ｢二［kartsunu-ke可rarT］（名）鰹節の粗悪品。
力｢ニブ［karnibu］（名）野葡萄。原野の高木（ガジマルや福木など）に巻きつくように
葡萄の蔓が生え、直径８ミリ～１センチほどの実をつける。未熟果は緑色で、完熟する
と濃紺色を呈する。美味である。
力｢ブシ［karbuji］（名）ゆりわ（揺輪)。頭に物を載せて運ぶ際に、台として頭におく輪。
多くの場合、藁で作った。直径約３センチの藁束を円くまるめて、直径約１０センチほど
の輪に作ったもの。頭上運搬の際のクッションの役を果たす。
力Ｆブシャ「スー［ka｢bularsux］（形）香ばしい。力「ブシャドゥ「アシ司夕ｒルー
［karbuJaduF?atlarrux］（香ばしかった)。「ムン可ユーイ｢ルイ可ルーカザヌーカ「
ブシャ｢スー［rmuJI丁jux？iFruimxkadzanuxkarbuJarsux］（麦を煎る香りが香ばし
い)。ユ｢ヌ可クヌカザヌドゥ「アンジカブシャチョッリー［jurnu~ikunukadzanudu
r?and3ikabuJatlotTa:］（麦焦がしの香りがあんなに香ばしかった）
ガマブ［karmabu］（名）かまぼこ（蒲鉾)。蒲鉾なども各家でよく作った。小型の木臼
で蒲鉾を搗〈ための専用の臼もあった。臼に魚肉を入れて搗き、それにデンプンを水に
’溶いて入れ、塩も少々入れ、十分に搗いた後、とり出して手で整形し、丸形、平形の蒲
鉾に作り、芭蕉の葉に包んで煮て仕上げる。イ「ロッチ可イジュなどの魚肉を使って蒲鉾
を作った。
力Fマブー’ヒシ｢キー’ウrス［karmabu可Qikrki丁？ursu］（連）蒲鉾を搗〈臼。イ｢ナッコ
キンア｢リ可ドゥナッテイヤー［?irnak可kiO？arriUunattijgx］（杵もあったよ)。小
さな杵であった。
力｢デサドゥア｢ルー［karraMdua｢rux］（形）塩辛い。「辛さぞある」の義。
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rカン可ダルン［rkan可daruO］（動）かむ（噛む）かみくだく。ｒカン可ダラードゥ「ジョー可
トリーヤ「カン可ダ｢リー［rkan可darazdurd3ox可torixjarkanUa｢rix］（噛んだ方がよい
から噛みなさい)。「デージッ可テイ「カンコダrリッ可テイフェー［rdexd3itli
rkan1darritliのex］（十分に噛んで食べなさい)。ドゥ｢シカン可ダラ｢ナーッタン可テ
インミ「シャン［durJikan-1dararnaxttan-1timmirJaO］（あまり噛まなくてもよい)。
「カン可ダル｢ナ［rkanUarurna］（噛むな）、「カンプダ｢ルー可ヌドネー「ヌー
［rkanUarru2可nudunexrnux］（噛むものがない)。
｢カンビニ［rkambiY］（名）酒を入れる土瓶。「燗壜」の義か。徳利。ｒカンビン［rkambiO］
とも発音される。
キ｢ダニ［kirdar］（名）黒檀の実。キrダ可ニヌ・ミー［kirda1Xnu-mix］（黒檀の実）ともい
う。未熟の実は黄色の紡錘形をしているが、完熟すると黒味がかった赤色を呈し、丸味
をおびてくる。甘くて美味である。
｢キッ可タン｢アバ［rkit丁[aOraba］（名）石油。「石炭油」の義。上rキッ可タン「アバ
Cjrkit可taO｢?aba］（｢石炭油」の義。石油のこと）ともいう。ゆっくり発音すると、シ｢キ
シレン｢アバ［Ijrkit可taOr?aba］とも発音される。
｢クー－１スン［｢kux可suO］（動）こぼす（零す)。「シャー可ドゥ「クーシェダ可一［rJa:Uu
rkuxleda可x］（お茶をこばした)。「バンうダヤーｒクー可サリーッー'ター「タードゥク
ー可シェーツカヤー［｢ban可dajgZrkux可sarnaxt可taKrta2dukuxTexkkajgz］（私は零さ
なかった。誰が零したのかなあ)、ｒバー可ドゥクーシェー｢ルー［Fbax-1dukuxJexrruz］
（私が零した）
グ｢シ［gu｢Ji］（名）酒。「御水」の義か？。ブ｢ガ可リノーリヌ「グシドゥ可ネーオー｢ダ
司一［burga可rino:rinurgulidune:o:｢da1x］（疲れ直しの酒を召しあがりますか)、グＦ
シ－１ネーオー｢リー［gurJi-1nezoxrrix］（お酒を召し上れ)、グ｢シ可カミ「リー［gurJr
kamirrix］（お酒をいただきなさい)。
グ｢シ可ヌ・サイ［gUrJi可nUSai］（連)、酒のさかな（肴)。グ｢シ可ヌサイムッチ「ク
ー［gurJi可nusaimutUirkux］（酒の肴をもって来い)。
ク｢ブ［ku｢bu］（名）こんぶ（昆布)。ク｢ブヨヤーシ「トゥー可ウテイヌミ｢シュー'ジルナ
ーンイリーマｒ夕－－１上「シャー'シrズーー'シ｢ナーブンイリー「ダン可テイ「マイ－１
ニチ「ホイドゥナッ可テイヤー［kurbuUaxJlrtux可utinumi｢Ju~ld3irunaxO？iriX
martax-191rlaTirdzu:Yirnax可０？irixrdan可tirmai可nitJirhoidunat可tijgx］（昆布
は、朝の味噌汁にも入れ、また、かたい雑炊にも入れ、毎日食ぺていましたですよ）
グＦ７シャーウッキー［gurma~lJaxukkix］（名）胡麻の茶うけ。胡麻を妙って、少し砂糖を
混ぜたり塩を混ぜたりして作った。グ｢マリヤーウキーットゥユrヌ可クシャーウキー
ヌドゥイ｢チバ可ンｒジョーットー可ウ「リーッコーリ「グー［gu｢maTaxukixttu
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jurnu-1kuJaxukixnudu？irtJiba可nrd3oxttox可？uFrixkk，oxrirk，ux］（胡麻茶うけと麦
焦がしの茶うけが一番上等だ。それを作ってこい）
グ｢ルクン［gurrukuO］（名）魚名。ぐるくま。沖縄県の県魚に指定されている。
｢クン可ガッスン［rkuO可gassuO］（名）「卵つつみ」の義。藁で鶏卵を並べて包んだもの。
鶏卵を運ぶために、藁を半束ほどとり、根の部分を結び、それを反転させて広げ、円筒
状にして、その中に１個１個並べて周囲を藁１，２本で軽く結ぶ。６～７個並べて藁の
穂先きの部分を結んで運ぶ。．
｢ゲンマイ［｢gemmai］（名）玄米。新しく標準語から借用されたもの。
｢コージ［Fkoxd3i］（名）こうじ（麹)。麦こうじ。「コーツフ｢キー［rkoxd3i可⑪!｢kix］
（麹が生えている)。味ﾛ曽の麹は黄色麹であった。ｒキン－１コージ［rkiO可koxd3i］（黄麹）
という。「'ぷ－１コ_｢ジ［rpp,mkoxrd3i］（黒麹)。
サ｢カッキ［sarkakki］（名）さかずき（盃)。サ｢カッキムッチ「フー［s9rkakki
mutUir中ux］（盃を持って来い)。
サr夕［sa｢ta］（名）砂糖。黒砂糖。サ｢夕可ヤーシ｢デサーニドゥ「〈可ルドゥラー
［sarta~ijgxJiFraMxniduk，urudu｢rax］（砂糖は砂糖黍から《で》作るのだよ）
サッ「キ［sakrki］（名）さけ（酒)。サッ「キヌミービュ司一ジリ［sakrkinumix
bju可xd3irix］（酒を飲んで酔っぱらって)。グ｢シ［gu｢Ji］（酒）ともいう。
サッrブマイ［saprpumai］（名）うるち（梗)。
サFミーリタ［sarmixTjta］（動）酔が醒める。ｒビー可ハラサrミー可シター［rbix~lhara
saFmiXTltaX］（酔いから醒めた)。ｒメー可ダサrムヌー［rmex-1dasaFmunu:］（まだ醒
めない)。サrミー可スニヤッタ「グー［sarmix可sunijattaxrkux］（醒めたら来い)。
サ｢デス［sa｢ra-1su］（動）晒す。ヌ「ヌユーウミ可ナーイサ｢ラードゥヌーサラー
カイ可サナ｢ルー［nurnujux？umi可naxsarrasaxdunuzsaraxkaiMnarrux］（布を
海に晒したらこそ、非常に美しくなる)、ｒサラネーナーッタン可テインミ「シャネー可
ヌダー［rsaranexnaxttan-1timmirJancmudax］（晒さなくてもいい)。
｢サンブ［rsambu］（名）各支会の「世持ち」の下にいて、集落の祭りの際に給仕役を勤
める役。小学校を卒業すると、各集落に数名の少年がこの仕事にかり出された。雑役係。
rシー可サダrルー［｢化可sadarrux］（形）すっぱい（酸い)。ア｢ガヤークヌーコイrジュナ
ーッソーコドゥｒシ可ナリ（｢シ－－１サヌー）「シ－つサダrルー［?aFgajaxkunux1
？ird3unaxssox~ldurJi可nari（｢Jix1sanux）rJix可sadarrux］（ああ、この魚の刺身は、あまり
にもすっぱい)。フF二可フヤーｒメー'グー「ジュンニ丁ジュ｢クー'サrナー可テイｒシー可
サダrルー司力ｒ－－１ル｢ヌ［中urniUujgxrme-1daxrd3unni-1d3urku~'sarnax可[i
FJix-1sadarrux-1karx可rurnu］（九年母は、また熟しないので酸っぱい。食べられない）
シダrティ［Jjtarti］（名）醤油。「下地」の義。シ｢タ可テインミrシュプンー「ダンーiティ
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「ドゥー可サーニ「くうルッタ｢ナーッ可テイヨー［Jjrta可timmirIu可mrdan可ti
rdux可saxnidurkTruttarnat~ltijox］（醤油も味噌も自分で作っていた)。
ｼ｢タッティ［Jjrtatti］（名）醤油。「下地」の義。シ｢タツ可ティヌガチ［Jjrtat1tinu
にんにく
ｋａ｢tJi］（醤油の搾り糟)。力｢チ［k9IrtJi］（搾り糟）に大蒜を小きく亥りんで、これと芋の
ダンゴと一緒に食した。力｢ツヌ・ケ可ラヒ［kartsunu-ke-1ra｢了］（鰹節の粗悪品）を買っ
てきて、シrタツ可ティヌカ｢チの中に入れ、イモの団子と一緒に食したりした。
ｼ｢トウニ可ラティラ｢ヌ［JjrtUX可[itinrnU］（名）朝飯。「つとめてもの」の義。シ｢トゥーブ
～ ～～ウム｢ヌ［JjrtUx可ｍｕ｢､u］（朝食）とも（ゆっくり発音するとき）いう。シ｢トゥー可ウテ
ィウヌイーヤ「ホイシタダ可一［Jjrt[ix1〔itlinu？ixjarhoiJjtada可x］（朝ご飯は食べ
～～たか)。シ「トゥー可ウティウヌ「ネーオイ可シダｒダ１－［Jj｢t[ix可Iitillnurnez
？oiTjtarda可x］（朝ご飯はもう召し上がられましたか)。「メヲー「イーコヤ「トー可ライ
シタ｢ユー［ｒｍｅ１Ｘｒ?i:可jartO:－１raiJjtarjUX］（もうご飯はいただいた《賜わった》）。
シrビ可ル［Jirbi可ru］（動）しゃぶる。「ティー可ドゥシビリラー［rtixUuJibirirax］（手
をしゃぶっている)、「ファ可ナーヤ「ダン可テイ「テイ可ドゥシビルナッテイヤー
［r⑪amaxjardan可tirti可duJibirunat[ijgx］（子供はよく手をしゃぶるよ）
シ｢マナー［jirmanax］（名）「島菜」の義。少々辛味がある。
シ｢ミ可リヤー［Jirmi可rijgX］（動）むらす（蒸らす)。シ｢ミ可ラードゥ「イーャーン｢マ可
サ｢ルー［Jirmi可raxdur?ix可jgx？mrmaMrrux］（むらした方がご飯はおいしい)。
｢シヤー［rJax］（名）お茶。「シヤー可ヌ「ミー［rJax1nurmix］（お茶を飲みなさい)。「
シャー可スニーｒオーシレー［rJaPSUniZr?OXJireX］（お茶を注いでざし上げなさ
い)。ｒメー可ダスワーヌー［rmex~Idasurnoxnux］（まだ注がないよ)。
｢シャーシ可ト［rJaxt可to］（名）茶湯。仏壇や神前に茶を供えること。「シャーシ可トシレ
ー［rJaXtTOJireX］（茶湯をしなさい)。シ｢トゥー可ウティ「フーー'スニヤッターｒシ
ャーシ可トスナッターナ｢ラン刊（｢ヨーシャーッ可トシレー［Jjrtux可ｕｔｉｒ①u:可suni
jattaxrJaxt可tozsunattaxnarram可barjoxJaZt丁toJirex］（朝起きたら茶湯しない
といけないから、茶湯をしなきい）
シャ｢バン［JarbaO］（名）ちゃわん（茶碗)。「シャー可シャ｢バン［rIax-1JarbaO］（お茶用
茶碗)。
シャ｢ブン［JaxmuO］（名）茶盆。盆の一種。
｢シュー［rJux］（名）しる（汁)。おつゆ。カツ｢ツヌシュー［katrtsunuJu2］（鰹の汁。
おつゆ)。
｢ジュー［rd3ux］（名）重箱。ジュー｢バク［d3uxrbaku］（重箱）ともいう。
～シュr弓バーサ［JurYbaxsa］（形）むかむかして吐きそうな様。シュrウバーサスーニ可ヤッ
ター「バイヤ司一［JurYbaxsasumi可jattaxrpaija可【］（むかむかするようだったら吐きな
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さい)。「肝わかさ」の義か。
シュッ｢力［Jukrka］（名）きゆうす（急須)。湯を入れて茶を煎じ出すのに使う容器。竹
製の取っ手がついている。何度も湯を注ぎたして茶を煎じ出していた。
rシュッ可チ［rJUt-1tJi］（名）潮時。「潮干き」の義か。潮が干いて、干潮狩りをするのに
ちょうどいい時期。ウ｢ルイ可ミッカ「シュッ可チミッカ［?urrui可mikkarIut~Ui
mikka］（潤いがあったら三日間、一所懸命に畑を耕し、潮時がある時には三日間、海
に行って魚を獲って生活しなさい）諺。ウ｢ルイ可ミッカの時には、「ユー'イ［rju可i］
（結い、労働の貸借）はなかったといわれている。
｢シュンカン可マイ［rJuOkammai］（名)。どんぶり（丼)。「箏菫主かり」の義か。箏葵焼
きの碗のこと。どんぶり椀のように大型の椀をいう。煮しめ物などを入れるのに用いた
器。
ショー｢ミン［Jox｢mio］（名）素麺。戦前からあった。小麦粉を塩水でこね、うす<のぼ
して針金のように切り、乾燥させた食品。主に本土から輸入された。貴重な食品として
愛用された。
｢ショー可ミン｢ヌー１．シューヴヌ［rJox可minrnu-LJu:Umu］（連）素麺の吸い物。一番シン
［｢Jin］（客。招待客）に対する最初の御馳走は、必ずショーミンヌ・シューラヌを出し
た。重要な客に出す吸い物として、最初に供された。素麺は非常に貴重な食べものであ
った。
｢ショー可ミンヌ．ブットゥル［ｒＪＯｘ~,minnu-but[uru］（連）素麺の油妙め。素麺を茄でて水
分をきり、油で妙めたもの。韮やニンニク（大蒜）の葉を刻んで混ぜることもある。最
高の御馳走であった。
｢ショー可ユ［rJOX~'jU］（名）醤油。「ショー可ユーンミrシュ可ン「ドウー丁サーニッ｢ク司
り_ｒホーッタナッー,テイヤー［rJox可juxmmirJu可nrduX-1saxnikrku~'rix
Fhoxttanat可tijo:］（醤油も味噌も自分で作って食べていた）「アイ可シティドゥーナ「
＿可ナリナリテイヤー［｢?ai可Jjtiduznarx可narinaritijgx］（そうやって今になって
いるのだよ）
シ｢ルッ可キ［Jirruk~１ki］（名）汁づけ。御飯に汁をかけたもの。おじや。シ｢ルー'ヒキ
［Iirru可sjki］ともいう。シ｢ルツ可キシリヤー［Jirruk可kiJirija:］（汁づけにしなきい
よ)。シrルッコキシーホイヤー「アイプラードゥーンマサー｢ルー［JiFruk~lkiJix
hoijaxr?ai~iraXdux？mmasarrux](汁づけにして食べなきい゜そうした方がおいしいよ)。
シ｢ルッ可キシーフェー［Jirruk可ｋｉＪｉｘ化X］（汁づけして食べなきい)。
｢シン［rJiO］（名）客、祝儀に招待される客のこと。来客。「アッパリン［｢?aPPa可JiO］
（おばあさん達が来客となるもの)、「アウジ可シン［「?aud3iTiO］（おじいさん達が来客
となるもの)、「ユージリン［rjuxd3iTiU］（部落の幹部などの役職にある人が来客とな
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るもの)、ｒダイリシヤ［rdai1kuJa］（学校の教員、役場の人、警察官など、役職にある
人が来客となるもの）の四種がある。
｢ジン［rd3iO］（名）おぜん（膳)。食器や食物を載せる台。ター｢ジン［taxrd3iO］（高膳）
は脚のついた膳。祝儀の膳は朱塗り、不祝儀の膳は黒塗りの膳が用いられていた。日常
生活に用いるものには白木の膳もあった。
｢スー［rsux］（名）す（酢)。「スーャードウ｢シ－１ナリヒ｢キスンギッティー［rsux可jgx
durJi1nari：glrkisuOgittix］（酢は非常にききすぎて）
｢ズーマシェ｢＝［rdzuxTerY］（名）汁の多いぞうすい（汁雑炊)。「イ司一ヌ｢ヌー~’ヌッrク
ー'リドゥウリーヤ「ズーリェ｢－可シームッチ｢フー［｢?i可xnurnux1nukrku可ridu
？urixjaxrdzux可Jerx~lIixmutUi1ux］（ご飯が残っているから、雑炊にして持ってき
なさい）ズージー［dzuxJix］は堅い雑炊のこと。七月のお盆の時に炊いて供えるもの。
旧盆の精霊迎えの日に炊いて供えた。
｢スーダイ［｢suxdai］（名）「総代」の義か。部落支会長に相当する役職。各支会に－名。
｢スイヤ可－［rsuija可x］（動）吸いなさい。イ｢シコユ「スイヤー１－［?irIi-1jursuija1x］（息
を吸いなさい)。
ス｢シ［surJi］（名）鮨。戦後、新しく標準語より借用された語。話者も太平洋戦争の終戦
後になって始めて鮨を食したという。戦前は見たこともなかったという。
ス｢ヌイジュ［surnuid3u］（名）魚名、和名、てんぐはぎ。
ス｢ヌ可ル［surnu可ru］（名）もずく（水雲・侮蔑)。海産の－年生褐藻。糸状に甚だし〈分
岐しており、褐色。素麺はどの太さでねるぬるして滑らかである。酢の物として賞味さ
れる。最近では健康食品として珍重されるようになり、全国的に出荷されるようになっ
た。
ス｢ヌン［srunuO］（動）つぐ（注ぐ)。グrシ－１スネー［gurli1sunex］（お酒を注げ)、
グ｢シ可ヤス｢ヌナ［gUrJi可jaSUrnUna］（酒は注ぐな)、グ｢シ可ヤースrニシター
［gurIi1jgxsurniJjtax］（酒は注ぎたい)、ス｢ニッ可スワーネーオrリー［surnis-1suwaX
nexorrix］（注ぐから、おあがり下さい)。ス｢ニッタダ可一［surnittada1x］（注いだか)、
スワーヌ［surnoxnu］（注がない）
ス｢（可ヤー［su｢ba可jax］（名）そば屋。ス｢バャーヤー「イッー'サマイナーンシ「トゥー’
ブイヤーア「りうドゥｒウシ可タナッティヤー［surba可jaxjgxr?is~lsamainaxn
Jlrtu~lbuijax？arri可ｄｕｒ?umanat[ijoX］（そば屋は、戦争前にも、一軒はあったよ)。戦
前の竹富島の人口は千人を超えていたので、ソバ屋も－軒あり、ソバと山羊汁を売って
いた。ガス灯を灯していたので、ソバを売る日と山羊汁を売る日が判ったという。
ス｢ビジル［surbid3iru］（名）豚の臂部の肉。ス｢ビジルヌドゥコダFシーャーア｢リ可ヤー
ス｢ビジルヌマーイ－１カイrクー［srubid3irunudu1darji-1j9？arri~lj9xsurbid3irunu
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maxikai｢kux］（豚の臂部の肉がだしがあるから、臂部のあたりの肉を買って来い）
スrブ［surbu］（名）つぼ（壷)。壷の総称。味噌壷にたいしては「ミンスブ［rminsubu］
といった。
スFルン可グrチ［su｢ruObu｢tJi］（名)）すりこぎ（摺粉木)。「デー可ファーヌ・ス｢ル
［rdeX司中axnu-surru］（すりこぎ）ともいう。「ナージリトー［rnaxd3iTjtox］（仲筋の人）
はス｢ルン可グ｢チ［surruU19urtJi］という。「デー可ファヌ・ス｢ル［｢dex1anu-su｢ru］
（すりこぎ）は玻座間集落のことば。
rソイ［rsoi］（名）箕。穀類をあおって、穀と塵を分けるに用いる農器具。「ソーＷｒ－
［rsox可jar7］（名）筋の一種。玄米と粗糠、籾殻などをより分ける農器具。筋の一種。
｢ソープギウ｢二［rsox1iu｢､i］（名）豚の肋骨。
｢ソーサイ［rSOM］（名）竹富島の三ヶ部落を統合する部落会長職。一名。
ター｢ジン［tax｢d3iO］（名）「高膳」の義。脚の付いた膳。士族の家柄の家では、祖父や父
親には高膳に食事を盛って出す家もあった。
｢ターング［rtaxOgu］（名）たご（担桶)。水を運ぶのに用いる桶。ミ「ジターング
［miFd3itaxOgu］（｢水担桶」の義。水桶)。リーグ［rtaxgu］（担桶）ともいう。
｢ダイ可クシャ［rdaiMuJa］（名）学校の教員、役場の職員、警察官など、役職に就いてい
る人が来客となるもの。
｢ダイ可クニ［rdai1kuni］（名）大根。「ダイー'クニサーニドゥヒ｢キューヌヤーコン｢クコル
ッタ｢ルー［rdai可kunisamidu91rkjumujgX-lkrku-1ruttarruX］（大根で漬物は作った)。
竹富島は、戦前は大根がよくできたという。稔った大根を石垣へ出荷したり、切り干し
大根にしたりしたという。石垣では、それほど大根は出まわっていなかったという。
夕｢ク［tarku］（名）たこ（蛸)。珊瑚礁の穴に巧みに隠れているが、蛸のいる穴と、いな
い穴を漁師は識別する。タコの穴をア｢ジコアナ［?ard3i可ana］という。
ダrシ［daFJi］（名）だし（出汁)。ダ｢シコトゥラードゥＦショーコミンヌシーヤンｒ
マ可サリーヤダ｢シ－１トゥ「リー［darJi-1turaxdurJox1minnｕＪｉｘｊａ？mrma可sarixja
da｢Ii可ｔｕ｢rix］（汁出をとった方が素麺の汁はおいしいから、出汁をとりなさい)。ダ「
シ－１ツ<「リー［darJi可｡k,u｢rix］（出汁を作りなさい)。「ショー可ミン｢ヌ可・シューウヌ
［rJox-1minFnu.Juxdnu］（素麺の吸い物）があった。
夕｢ブー［tarbax］（名）たばこ（煙草)。夕｢ブーＷｒナ可＝ディフFキー~'ドゥウダー
［tarbux可jajax⑪VrkixUuudax］（煙草は今まで吸っていた《吹いていた》）。タ｢ブー可
ヤヤーフ｢カン可ソーマ｢シードウラー［tarbux1jajgx⑪VFkan可soxmarJixdurax］（煙
草は吸わない方がましだよ、いいよ)。
夕rマ可ン［tarmaU］（名）魚名。和名、ふえふきだいの仲間。はまふえふき。
夕rライ［ta｢rai］（名）たらい（盛)。湯や水を入れて物を洗うのに用いる容器。ビ｢シダ
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ライ［bi｢Jitarai］（平たい桶。湯や水を入れて物を洗うのに用いる容器)。
｢タンチヤニ［rtantJaY］（名）ひとり（一人)。「ヲ_タン可チヤニドウ「ウーー'イラー
［rwoxtan可tJaxdur?u【可irax］（君一人が動いているよ)。
ﾂ｢サ司一ドア｢ルー［s｢sa可xdu？arurx］（形）臭い。「ハーテイドゥ「ウレーアンジ可
ｿ｢サ可サリ｢ヤコー［｢no~l2tiduF?urex？and3i可srsaMri｢ja~'x］（どうしてそれはあ
んなに臭いのかねえ)。「ノーリン｢サー'サーネー｢ヌー［rnox~ｌｎｓｒｓａ可saxnexrnux］（ち
っとも《何も》臭くない)。「アンネープツ｢サコサ｢ルー可ウテイ「アッヨタンカヤ－
［｢?annex可ｓｒｓａＭ｢rux可ｕｔｉｒ?at~ItaOkajax］（あんなに臭いものとてあったかなあ）
ﾂ｢サ可リラノー［srsa1riUnox］（名）腐れたもの。ナ｢ツォー丁ム｢ヌ可ヌドゥツ｢サー'リド
ゥナ｢リリイヤー「キッカゴナッタ_「ナラヌ［nartsox可murnu可nudusrsa可ridu
narri可taijgxrkikka丁nattaxnarranu］（夏は、ものが腐れるから気をつけないといけな
い)。ツrサ可ランバ［srsaTamba］（腐れないから～)。'rサ可ル｢ヌ［srsa可rurnu］（腐れな
い)。’rサブリスニヤッター［srsa可risunijattax］（腐れたら)、γ｢サ可リラノー［srsa可riUnox］
（腐れたもの)Ｔ'｢サー'リザニサダリーヤー［srsa可ridzanisadarizjoz］（腐れやすいから～）
ﾂ｢シー［JrJix］（名）ちち（乳)。母乳。「ヤーリャッテイ「アン可ジ「ナイ可ヤーツ｢シ
ー可ファー｢シー［｢jax可jnttixr?an可d3irnai丁jgx」TJix司中ax｢Jix］（ひもじいといって、
あんなに泣くのだから、乳をあげなさい《喰わせよ》）。ウ「ヤコヌ・「シー
［?Urja可nU-rJiX］（母乳。「親の乳」の義）ともいう。ウ｢ヤ可ス・「シ－１ファ－Ｆシー
［?urjamu-rJixのarJix］（母乳を飲ませなさい）
ツシ｢ノ［Hirno］（名）筋。ふり動かして、麦粉や米粉などの細かい粉と粗い粉をより分け
る農器具。直径約16センチほど、高さ約６センチの円筒形をなしている。
ﾂ｢シュコイッr力［jTJuMrk,a］（名）白烏賊（白イカ)。ミーニシが吹〈頃、南の海岸でよ
く釣れる。
ﾂ｢シュー可ナ｢ビ［｢Jux1narbi］（名）しろなく（白鍋)。
ﾂ｢シュン［JrJuO］（動）切る。ｒハイ可サツ｢シー［rhai可saJrJix］（早く切れ)。クrマーー’
クマーツ｢シヤー［kurmax7kumaxnixja可x］（細かく切りなさい)。'rシュナ［J｢Juna］
（切るな)、γ｢シー［JrJiZ］（切りなさい)、'｢シャヌ［J｢JanU］（切らない)、ン｢シリ
ター［JrJi1Jlta1］（切った)、γ｢シ可ウ｢キ［JrJi7urki］（切っておけ)、「ワーコン｢シュ
ッー'ター（｢ヌー'ンツ｢シュンドゥラー［｢wax~ＩＪＦＪｕｔ可taxbarnu可０Ｊ｢Jundurax］（君
が切ったら私も切るよ）、，｢シュッ可トータｒローうンブ｢ラーヌー［JrJUt可tOX
ta｢rox可mburraxnux］（切る人は誰もいない)。
ﾂ｢シェイルン［jTJeiruO］（動）稲（米）を搗〈。「精げる」の義。「マイプッシェイ「リー
［rmai可」Jeirrix］（米を搗きなさい）
ﾂrスル［srsuru］（名）〈すり（薬)。「シン可ジーツス｢ル［｢Jin可d3ixssurru］（名）せんじ薬
「●
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（煎じ薬)、漢方薬。「シンーiジーッスルドゥ「ヌイ可ラー［｢Jin~id3ixssurudurnui可rax］
（煎じ薬を飲んでいる）、ヤ「クー1テンハラドウシ「ス可ローｒカイケーｒルー
［jarku可teOharadusrsu1roxrkaikexrrux］（薬店から薬を買ってきた）
rティンー'プラ［rtim1PUra］（名）てんぷら（天麩羅)。ｒティン可プラヤイｒヤ司一
［rtim~lpurajairjaT］（天麩羅を揚げ《焼き》なさいよ）「テインゴプラヤイカ｢-シ
ー［rtim7purajaikarYJix］（天麩羅を揚げて食べさせなさい《噛ませろ》）。イ｢ジュ
ヌティンゴプラヌドゥン｢マー'サ｢ルー［?ird3unutim可puranudu？ｍｒｍａ可sarrux］
（魚の天麩羅がおいしい）シ｢トゥンナー可力｢＝~iサルrヌー[Jjrtunnax1karx可sarurnux］
（他人には食べさせられない）
｢テーシェニ［rtexJeY］（名）いちご（墓)。畑の畦や原野の茅の中に生えている。野生の
藍。実は鮮かな赤味をおび、粟つぶほどの粒状の実が集まって、直径約15センチほど
の大きさになる。美味である。
｢デーファ［rdex⑪a］（名）すりばち（播鉢)。
｢トウーリレヌ・ア｢（［rtux可runu-?aFba］（連）ランプ（灯籠）の油。「トゥー可ルヌ・ア｢バー’
カイｒグー［Ftuz可runu-?arba1kairkux］（灯籠の油を買ってこい)。「キッコタン・「ア
バ［rkitTaOr?aba］（石炭油）ともいう。
ドウッｒク［dukrku］（名）どく（毒)。ドゥ「クコナードゥア「タリチョッ司夕一
［durku~lnaxdu？artaritJot可tax］（毒に当たっている)、「マー可ハブヌードウッ｢クャー
ｒシュー可サダ「ナシ可ティヤー「マーハブンファーリスニ可ヤッター「デー可ジドゥｒ
ラー［rmax1habunudukrku可jgxrIux可sadarnat可tij9XrmazhabuU中axrisuni可jat[ax
dexd3idurrax］（ハブの毒は強いから、ハブに噛まれたら大変だよ）
トーワ［toxr中u］（名）豆腐。昔は大豆がよくとれたので、よく豆腐を作って食した。二
度三度の食事にはつきものであった。ユ｢シ可ドープ［jurJi可dox中u］（おぼろどうふ）に
して食べたりした。豆腐は大豆を一晩水につけ、石臼で隈いたものを綿袋で濾し、津を除
いて煮て作る。ア｢サーコラヌーピ｢ロー~'ウヌ「ユーイコヤーｒトー可シティ「トー~］
フデーッタナッティヤー［?arsax可unuxpirrox可unurjuxi-1jgxrtox可t[i
rtoxnudexttanattijgx］（朝食、昼食、夕食はすべて豆腐であった)。
「トッシ［rtoJJi］（名）ばんじろう。蕃石榴。果樹の一種。熟れると独特の芳香を放つ。
甘く、美味である。葉は加工して茶にし、糖尿病の薬として愛飲されている。ｒトッリ
「ブンナー７ヒッテイドウーガｒヤッゴチャー「ヌコッソリタナップテイｒヤー
［rtol1JixrbunnaX可GlttiduXga｢jat7[Ja:rnukossonat可tirjo:］（蕃石榴を取りに行っ
て、茅蜂に刺された）
｢ナニッス［rnaYssu］（名）さしみ（刺身)。イ｢ジユヌナーツ｢ス［?ird3ununaYsrsu］
（魚の刺身)。タ｢ク可ナーッス［tarkmnarssu］（蛸の刺身)。
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｢ナーンダニー［rna7ndanix］（名）「生煮え」の義。十分に煮えていないもの（飯)。ナｒ－
ン可ダニードゥシラー［nar7n-1danixduJirax］（生煮えしているね)、ナ｢ニン可ダニー
ドウシリーヤーン｢マ可サネ｢ヌー［nar7n-1danixduJirixjax？mrmaMnernux］
（生煮えしているので、おいしくない）
｢ナニンダンミー［rnarndammiX］（名）半熟。「ナニンダンミーシドゥラーウレ可－「
ファ－－１ル｢ヌーナニンダンミーシェー可ラー「トッコシードゥノーヤ「ファー
ルヌー［rnaYndammi21ixdurax？ure~lx1ax~lrurnuxnaxndammixJex可raxrtoJTix
dunoxjgxr中aprunux］（半熟しているので、それは食べられない。半熟したら、蕃石榴
などは食ぺられない)。
ナ｢カッス［narkassu］（名）各支会のサンブの直属の役職。一定の権限が与えられており、
部落の徒に違反した者を取り締ったり、走り使いをした。他人の畑から無断でイモカズ
ラを取ったり、砂糖黍（甘蕨）を盗んだりすると、札（部落の徒に違反した者に対する
違約金、１日３銭を部落に納めることを記した板製の札）を与える役をする人。各支会
に２人ずつ配置された。
ナシrカザラ［nakFkadzala］（名）中m・ナrカザラ［narkadzara］ともいう。
ナrニチ［narnitli］（名）桑の実。未熟果は緑色、半熟果は赤色、完熟果は濃紺色を呈す
る。美味である。子供達は実が熟れると、桑の木に登り、舌が赤く染るほど食べたもの
である。
ナrビ［narbi］（名）なべ（鍋)。鍋などの総称。「イー丁ナrビ[｢?ix可narbi](名)飯鍋｡オシュー
可ナ｢ビ[Jrlux可narbi](汁鍋)などがある。ナ｢ビ可ユビrシレー［､a､i可jubirJirex］（鍋を
かけなきい)。
ナ｢ビヒキ［narbi99ki］（名）なくしき（鍋敷）ナ｢ビ可ヒキナーｒハンガニビシリー
［naFbMkinaxrhaOgaXbiJirdx］（なべしきに羽釜を据えなさい）
ナFマザ｢ヌ［narma可nrnu］（名）なまもの（生もの)。クレーナ｢一つウ｢ヌ可ツスヌセ
ーナ｢マ可ウ「ヌ可ツスヤー「ファー可ル｢ヌー［kurexnara可urnmssunusex
narma可urnu可ssujgxr⑪ax-1rurnux］（これは生ものだから、生ものは食べられない)。「
メー可パイ「バーサナーッ可ター「ファー可ルヌー［｢mex可bairbaXsanaxmtaX
1ax可runux］（少し炊かないと食べられない)。十｢マー'サーニフェー［narma可saxni
⑪ex］（生で食べなさい）
ナ｢ミル［narmiru］（動）なめる（誉る）シ｢夕－１サーニＦティー可ヌバッタユドゥカ
イナrミチョッター［J1｢ta可sa1nirtix1nubattajudukainarmitJot-1tax］（舌で手の
ひらを嘗めるよ)、ナ｢ミッリーイ｢カヌドウラー［narmit可[ａｘ？iFkanudurax］（嘗め
たらいけないよ）
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ナ｢ロー可ン［narrox可0］（名）「なりいも」の義。棚をかけて、それを這わせて実らせる。
実は小さく、たくさんつける。
｢ニーバイ［｢nixbai］（名）魚名、はたの仲間。
二｢ク［nirku］（名）肉。ｒオー可ヌー｢ク［｢?ox可nunirku］（豚の肉)、ウrシヌ可二Ｆク
［?urJimni｢ku］（牛の肉)。
｢ヌーサラ［rnUZSara］（副）大変に、非常に、ものすごく゜「ヘーゴサーラー
［rhexgoxsarax］ともいう。ヌ｢ヌユウミー'ナーイサrラサードゥヌーサラカイマサ
ナ｢ルー［nurnuju？umi可naxisa｢rasa:dunuxsarakai-1sanarrux］（布を海に晒した
らこそ、非常に美しくなる）
ヌFキャーシ［nurkjaxJi］（名）複数の人が金銭を５銭～10銭ずつ出しあって、素麺などを
買い、一緒に調理して食べること。戦前は、夜鍋をするとき、よくヌキャーシをして
「ショー可ミンヌ・ブットゥルーを食べた。ｒショー－１ミンヌ・「ブットゥルーヌコヌ｢キ
ヤー可シシーラ｢デイ可一［FJox-1minnu-rbutturuxnu~’nuFkja2~IJiJixrardi可x］（素麺の油
妙めのヌキャーシをしようよ)。素麺は話者の小学校時代からあった。
ヌ｢ムン［nurmuO］（動）のむ（飲む)。ミ｢ジユ丁ヌ「ミ［mird3ijTnurmi］（水を飲め)、
ミ｢ジェーー’ヌ｢ムナ［miFd3ex1nurmuna］（水は飲むな)、「バンコダーヤヌ｢マン可バ
ーワーヌｒＴ－~'ヤー［｢ban可daxjanurmam可baxwaxnuFix可jg:］（僕らは飲まない
から、君は飲みなさい)。
rネーシェール可ラヌ［rnexJeXru-idnu］（連）煮たもの。煮物。ｒクレー'一Ｆネーシダ可グー
［｢kure1XrneXJixdaUa:］（これは煮たものだよ)。「ネーシーダ｢ルー［rnexJixdarrux］（煮
てある）「メー可ダ「ヌーヌー［Fmex-1darnuxnuz］（まだ煮ない)。「メ司一ｒＰ－シテ
ィ「ニードウラー［｢me可xrto-1xtIixrnizdurax］（もうすでに煮えている)。「ニース－１ヌ
ヤッターヒFがシrヨー可ミャー［rnixsu可nujattax9lFka1Jlrjox可mjax］（煮たら聞かせ
てくれ《言ってくれよ》）
｢ハーー'マイヌ・カン［Fhax可mainu-kaO］（名）あずき（小豆）を煮て搗き、それに砂糖を加
えて蒸して作った菓子。祝儀の際の｢シン［｢JiO］（来客）に出した。美味であった。
バーツ｢キー［baZkrkix］（名）竹の皮で作った旅。
Fバー可ス｢ン［rbaxうsurO］（動）煮る。「ダイリrニーユー’バーシェー［rdai~lkurnixju可
baxlex］（大根を煮なきい《沸かせ》）。「バープス｢ナマー［rbax~Isurna-1x］（煮るな)。（「
ヌンー'バーｒバーコス｢ン［barnum可baxrbax-1surO］（私も煮る)。
｢バーンシュロ［rbaxOJuro］（名）ばんじろう。蕃石榴。グワバ。果樹の一種。熟れると、
独特の甘い芳香を放つ。美味である。「トッシ［rtojJi］（蕃石榴）ともいう。
ハrクサイ［harkusai］（名）白菜。新しく導入された野菜。
ハ｢ダラー［hardarax］（名）魚の名、ドウゴロイワシ。時期によって海岸に寄ってくる。
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投げ網を使って漁獲した。
（｢タンチ可ドウラー［bartantjiUurax］（動）満腹している。「ヤー丁シヤネー｢ヌー可（「
タンチ可ドゥラ［rjaxTaxnexrnuZbartantJi可durax］（ひもじくはない。満腹している《腹
満ちている》）。
バツ｢チ［patrUi］（名）はし（箸)。バツ｢チ可ムッチｒグー［patrUPmutUirkux］（箸
を持って来い)。「テイッ可カイシヤ「ファールンバ可バツ「チ可ムッチ「クー
［rtik可kaiJijar中axrumba可patrUi1mutUirkux］（手ずかみでは食ぺられないから箸
を持って来い）
パ｢二一可ハンビル［parnix可hambiru］（名）「羽ハンビル」の義か。ハンペンの－種で、祝
儀用として、お皿の大きさに大きく揚げたもの。パ｢ニハンピルヤイシトゥーマ
タrラー－１才「グー［parnixbambirujaiJjtux可ｔａ｢raX1irkuX］（パニーハンビルを焼
く人《揚げる人》を頼んできなさい)。パニーハンビルを揚げるには特別な技能を要し
たという。
（｢フー［ba｢中ux］（名）共同作業の一種。家屋建築や開墾などの人手の要る作業には、労
働力の貸し借りとしての共同作業がなされたことに対していう。
Fハンガー［rhaOgar］（名）はがま（羽釜)。「ハンガー可ビ｢シッティーハイ－１サユー
フカ｢シー［rhaOga2可ｂｉ｢Jit[ixhai可ｓａｒｊｕｚのVkarIi2］（羽釜をすえて、早くお湯を沸
かしなさい)。「ハンガーサーニーイー可ヤシｒシャシー［rhaOgazsaxnix？ix1ja
JrJaJix］（羽釜でご飯を炊きなぎい《干させなさい》）。「イー可ヤ「マーシー［｢?ix可ja
rmaXJiz］（ご飯は炊きなぎい)。ｒハンガニヒキティイー可ヤシ｢シャシー［rbaOgax
Qlkiti：？i:可jajTJaJi:］（羽釜を据えてご飯を炊きなさい)。
｢ハンビル［rhambiru］（名）はんぺん。小麦粉を水でとかして、油で揚げたもの。テンプ
ラの一種。麦を石臼で硬き、シワー［Jirno2］（筋）でふるった粉を水でとかし、平ぺ
つたい形にして油揚げにしたもの。甘くて美味しかった。「ハンビルー’アンギッティー
「キュー可ヤ「ヨイー’シー｢リー［rhambiru可？aOgittixrkjux可jarjoi可Jixrrix］（はん
ぺんを揚げて今日はお祝いをしなさい)。
｢ハン可マイ［rham1mai］（名）弁当。「飯米」の義か。ク｢レー司夕｢ビーヌハンマイド
ゥ｢ラー［kurrez~itarbixnuhammaidurrax］（これは旅の弁当（飯米）だぞ)。西表の
由布あたりの田小舎で泊って田地を耕していた。「ビントー［rbintox］（弁当）ともいう
が、これは新しく借用された語という。
上｢キュニヌ［glrkjuYnu］（名）つけもの（漬物)。「ダイ可ク｢二可サーニドゥヒ｢キューヌ
ヤー可ｼ「ク可リアイタナッテイヤー［rdai可kurni可saxnidu9jrkjuXnuja-1
krk,u1naitanattijox］（大根で漬物はつくっていたそうだ)。
｢ピー可ケーッティrデー［rpix1ke2ttirra可x］（動）ごげる（焦げる）ｒワーンー'ヌドゥ「ピーー’
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ケーッテイ｢ラ１－［rwaxn丁nudurpix1kexttirra~'x］（ごはんが焦げついている)。
｢ピー可ザヌ・「シー［rpixUzanu-rJix］（名）山羊の乳。羊乳。
｢ピーッ可ケー［rpixk~'kex］（名）おこげ（御焦）のこと。「火付け」の義か。［rpixWnkeZ］と
も発音される。ｒピーッコケーテイドゥラー［rpixWkextidurax］（こげついている)。
「ピーヒ可ケーッテイドゥリャーカrラ可サヌ「ファ－丁ル｢ヌー［｢piH9PkextidurjaX
karraMnur⑪ax~lrurnux］（こげついているので、辛くて食べられない）
｢ピー可ヌカ｢ギン［rpix可nukargiO］（連）火の加減。火加減。「ピー可ヌカギンユｒカ
ンガイコティー「リョー可リヤＦスーナーッコターナFラゴヌ「ドー［rpix~'nukargiJ]可ju
rkaO1gaitixrrjox可rijarsuxnaxtﾌﾞtaxnarramurdox］（火の加減を考えて料理をしないと
いけないよ）
ピヤシ［rpijaJi］（名）ひはっ（墓茨)。胡椒。pepper・石垣などにまといつくように生え
ている。実は、直径約５ミリ、長さ４～５センチになり、乾燥して粉末にし、胡椒にす
る。葉は天麩羅にして食する。芳香を放つ。
｢ビュ司一ジリー［冊jlPzd3iriX］（動）酔っぱらう。サツ｢キヌイ可一「ビユコージリドウラ
ー［sakFkinui可xrbjuM3iridurax］（酒を飲んで酔っている)。「ビユ可一rジリ可ラヌー
［rbju可Xrd3irix-1ranux］（酔っていない)。「ビユ司一ジリーシ｢トウ［rbjuM3iriJjrtu］（酔
っぱらい、酔った人)。
｢ピョニ［rpj6Y］（名）魚のえら（鯛)。魚などの呼吸器。イ｢ズヌピョニ［?irdzunu
pj6Y］（魚のえらル
ビFラ［birra］（名）にら（韮）のこと。葉を野菜として利用した。強い臭気がある。屋敷
内の菜園に植えて、必要な分を刈りとって利用した。
｢ビントー［｢bintox］（名）弁当。新しく標準語から借用された語。「ピント－－１ムッ｢チ可
ハリヤー［｢bintox可mutrtJi可harijax］（弁当を持って行きなさい)。「ビントー可
ムッ｢チ可ハラードゥン｢サフャーナッ｢チャサイラー［rbintox可mutrtJi可haraxdu
srsa伽可jaxnatrUasairax］（弁当を持って行った方が仕事は、はかどるよ)。ナシ｢チャ
サルヌ［nat｢UaSarUnU］（はかどらない)。「キュー可ヤｒデージッー'ティーナッ｢チャ
サリタチヨツリー［rkjux~ljardexd3it可tixnatrtJasaritatJot可tax］（今日はよくはかど
った)。
｢ビソトーハク［Fbin可toxhaku］（名）弁当箱。
｢ぶイ［｢や，ui］（名）いか墨。ツ｢シュー'イカヌ「ぶイ［JrJmikanurPp，ui］（白烏賊の墨)。
｢フー［r中山］（名）ふ（麩)。標準語からの借用語。
｢ブーッキ［rbuxkkix］（名）おけ（桶)。大きな桶。ｒブーツ可キ｢ヌー可ヤッタナッカー「マ
ーッー'タテイカイー「ジューー'ジーナイーウrキー可シティウ「レーヌヤッタナ１－
ドゥイ「シウスーウキープシテイードウカイマ「ミ可ヤーツrスッ丁夕「ナシ可ティヤ
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－［rbuxk可kirnujamanakkaxrmaxt可[atikaixrd3ux1d3ixnaix？urkixTitix
？urrexnujat[ana－１:ｄｕ？i｢JiusuX？ukixTjtixdukaimarmi-1jaxsrsut可tarnat-1[ija1］
（桶の上に、マーッタといって、こう十字になして置いて、それの上に石臼を置いて、
こう、豆は摩ったよ）
ﾌrカスン［中VrkasuO］（動）沸かす。湯を沸かす。「ユー可シかシ「クー［rjux1kk，ali
rkuZ］（湯を沸かして来い)。ｒユー可フカシｒクー［rju:司艸kaJirkux］（湯を沸か
して来い）ともいう。フrガサ｢ナーッ可タンティンミ「シャン［中Vrka可sarnaxt可tantim
mirIaO］（沸かさなくてもよい）。「コー可ナーヤフ「カー'ス「ナ［ｒｋｏｘ可ｎａｘｊａ
中1rka可surna］（ここでは沸かすな)、フr力可スシトゥヌドゥブ｢ラーン［中Vrkaうsu
JItunuduburraxU］（沸かす人がいない）「ワ可一フ｢力司ス「スニ可ヤッターバ｢ヌ可
ンフ｢カスン［rwa可ｘ中LJrka可sursuni可jattaxbarnu10中！｢kasuO］（君が沸したら私
も沸かす）
ﾌ｢クラシ［中urkuIa｢i］（動）ふやかせ。ふくらませ。ミ「ジユーメｎ－ｒカイ可シティー
フ｢クラシヤ可一［ｍird3ijuxme-1xrkaiT1tix⑪VrkuraJija~'x］（水を少しかけてふくら
ませる、ふやかす)。
フrクン［中VrkuO］（動）煙草を吸う。「吹」の義。「ナコーデタ｢ブー可ヤブFキー可ドゥ
ダワー［rna可YdextarbuxうｊａⅣkiMudawax］（今まで煙草は吸っているのか)、夕｢ﾌ同一
ヤ「ハイ可サヤ｢ムーナーッ可ティー［tarbux~ljarhai可ｓａｊａ｢muxnaxt-1tix］（煙草は早く
やめないといけないよ)、夕｢ブー可ヤブ｢クナ［ta｢bux~ｉｊａ中uFkuna］（煙草は吸うな)、
フ｢キコラヌー［のVrknanux］（吸わない)。
ﾌﾞ｢サ［bursa］（名）尾。魚の尾。「イジユヌ可ブ｢サ［｢?id3unu-1bursa］（魚の尾）
フダイ［中urdai］（名）ひしゃく（柄杓)。湯水などを汲む、柄のついた道具。昔はFヒョ
ータン［r9oxtaO］瓢箪）の実の完熟したものを割り、中身を削り取って柄杓を作った。
ﾌ「トウッチ可ドウラー［仰rtut[Ji可durax］（動）湯が沸いている。沸騰する。．〒ハンー'ヌド
ゥフ「トゥッー'チーフ｢ターハイレー［gorhan~inuduのVrtut-1lJix⑪Vrtaxhaire可x］
（ご飯が沸いて、ふきこぼれ《吹零》ている。蓋を開けなさい)。フ「トウッー'チーｒボー１
－シタイ「ナーリ可ドウラー［⑪1rtut1[｢ixrpo-1xttairnaxri-1durax］（ご飯が沸いて、外
側へ吹きこぼれて、流れている）。「メーー'ダフｒトシ可ツア「ヌー［ｒｍｅｘ可ｄａ
中Vrtumsarnux］（まだ沸いていない)、フ「トウッ可チrクース可ニヤッター［仰rtut可lJi
rkuxsu可nijattax］（沸いてきたら)。
プヌン［⑪urnuO］（動）汲む。「カー可ラミ｢ジフニヤ丁－［rkax1ramird3i小unija12］
（井戸から水を汲みなさい)。フ｢ムナ［⑪urmuna］（汲むな)、「メ司一プニダルー
［｢me可ｘ⑪urnidarux］（もう汲んだよ)、ｒワーうう｢ヌスニー'ヤッターＦバヌリフ｢ヌ
ン［rwax可のurnusuni可jattaxrbanu-10⑪urnuO］（君が汲んだら僕も汲む)、フ｢ヌシ
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トゥヌドゥー’ブ｢ラーヌ［⑪urnuJltunudu可burraxnu］（汲む人がいない)、「ハイ可サ
ブ｢ニクー［｢hai可ｓａ⑪urnikux］（早く汲んでこい)。プネー［中urnex］（汲め)。
ブンヌ｢ナイ［bunnuFnai］（名）「梅の実」の義か。梅干のこと。うめぽしは戦後になって
食べるようになった。ウリ可ポシ［?urme1boJi］（梅干）ともいう。
｢ヘーゴーサラー［rhexgoxsarax］（副）大変、非常に、ｒヌーサラ［rnuxsara］ともいう。
ｒヘーゴーサラーカイ可サナ｢ルン［rhex9oxsaraIka｢lsana｢ruO］（非常に美しくな
る)。
rベン［｢pen］（名）しゃくし（杓子)。杓文字。木製。「ペン可サーニス｢ニヤコー
［rpen可samisurnija可x］（杓子でご飯をよそいなさい)。「イーペン［｢?ixpeO］（名）飯杓
子のこと。シュー｢ペン［JmrPeO］（名）汁杓子、玉杓子。
rホイー'ダーサダー｢ルー［rhoi~'daxsadarrux］（連）喰いしんぼうである。「ホイ可ダーサヌ
ナ｢ラヌ［｢hoiUaxsanunarranu］（喰いしん坊で仕様がない)。
rホーヌヌー［rho:nunux］（名）食べ物。「ホーヌヌードゥ可イ「シャー可ハ｢ルー
［rhoxnunuxdu可？irJax1ha｢rux］（食べ物が少ない)。「ホーヌヌドゥコイrシャー可ハリヤ
ーｒヤー可シャヌ「ウ可ワル｢ヌー［rhomunudu可？irJaz可harijaxrjax可Janu
r?uWaruFnu］（食べ物が少いので、ひもじくて動けない)。ｒウー可イーヤー［｢?u:可ixjax］
（動きなきい)、「ウーー'ブ｢ナー［｢?uX-1burna:］（動くな)、「ウー可イドゥラー［｢?u:可idurax］
（動いている)、ｒデージッ可ティー「ケンコーヤリッ－１ティー「ナ１－ヤ「ウー可イド
ウツセー［rdexd3it可tixrkeOkozjaritlixrna1xja「?ux-1idussex］（大変健康で、今は動
いているよ）「ヲ一タン可チヤニドウ「ウー－１イーラー［rwoxtan可tJaxdur?ux-1ixrax］
（君一人が動いている）
｢ホーン［rhoxO］（動）たぺる（食べる)。「食ふ」の義。「イーＷ－Ｆホイシタダ司一
［｢?ix可jarhoiJItada可x］（ご飯は食べたよ)、「メー可ダ「ファーヌー［rmex可da：「のamuX］
（まだ食べない)、「イーャ－Ｆホーナー１－［｢?ix可jgxrhoxna可x］（ご飯は食べるな)、「ホ
イウキー［rhoiukix］（食ぺておけ)、ｒバン可ダヤー「ファー［rbanUajgxr⑪ax］（私た
ちは食ぺよう)、「ワーホースー'ニヤッターバrヌリｒホーン［rwaxboxsu~１ni-jattax
barmOrhoxO］（君が食べたら僕も食べる)。「ホーットーゴブ｢ラーヌ［rhoxttox-1
burraXnu］（食べる人はいない)。
｢ポーン［rpoxO］（動）はく（吐く）。嘔吐する。「ノー－１ヌ「ドゥ可アダルッタンガラー
「パイマダrチョッ可ター［rnox可nurdu~’？ataruttaOgaraxrpai可da｢tJomax］（何ガ当った
のか、吐いたよ）、ｒパー可ナッター［rpax1nattax］（吐かなかった)、ｒパイ可ドゥラー
［rpai1durax］（吐いている)、「コーコナーヤ「ポーナ［｢kox-lnaxjarpoxna］（ここでは
吐くな)、「ノーン可シーヨーン「パーヌー［rnoxOTixjoxmrpaxnux］（どんなに酔
っても吐かない)、「ワー１－Ｆポースニゴヤッターバ｢ヌ可ン「ポーン可ドゥ｢ラー［rwa可ｘ
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rpoxsuni1jatta8barnu-imrpoxnUurrax］（君が吐くなら私も吐くよ）
｢ボーリ［rbox可0］（名）やまいも。士の中で実る。はだはやや黒みがかっている。
｢マーシュ［rmaxJu］（名）塩。「真潮」の義か。「マーシュ可ウサイ［rmaxJu可？usai］
（祭祀、祈願の際、皿に塩を盛って供えるもの)。シ｢ノリマーシュ「カイー'マーシュ
［Ji｢ru~lmaxJurkai可maKJu］（白塩、頑健な塩、神前に供える塩）ともいう。正月には、
「マーシュ可ウサイを床の神に供え、家族をはじめ、来客にもそれを与えて健康祈願をす
る。
マー｢スン［maxrsuO］（動）炊く。ご飯を炊く。ｒハイ可サ「イー可マー｢シー［rhaFsa
r?iZ-1maX｢JiZ］（早くご飯を炊きなさい)。ｒマー可ス｢ナー［｢maX-1SUrnaX］（炊くな)、「マ
ー可シダrルー［rmaxTida｢rux］（もう炊いた)、「ヤー可シャダリーヤ「ハイ可サマー｢シ
ー［rjaxTadarixjarhai可samaz｢Jix］（ひもじいから早く炊け)。
｢マーッタ［rmaxtta］（名）十字に交叉した木製の石臼置き棒。長さ約50ｃｍの四角の棒。
中央部に切り込みがあって、そこに二本の棒を交叉させ、桶の上に置き、その上に石臼
を置いて米や大豆を硬〈のに用いる。アジマー。
｢マー可ヌラ｢ヌ［rmax可nunrnu］（名）おやつ。「間の物」の義。「マー可ヌウヌーホイテイ
ーユッ｢ク丁リシーハ｢リー１－［rmax可nuunuxhoitixjukrku可ｒｉＪｉｚｈａｒｒｉ可x］（おや
つを食べて、ゆっくりして行きなさい)、「マーー'ヌrウヌユー可ホイシティー「ユイ可
ヤヤメーｒ〆可一ドゥファーリダ－Ｆラー［rmamurunujux可hoiJitixrjui可jajamex
rmeMuのaxridaxrrax］（おやつを食べて、夕食はもう、少ししか食べられないよ《少
しが食べられるよ》）。
｢マイ［ｒｍａｉ］（名）こめ（米)。γ｢シェイマイ［JrJeimai］（名）白米、「精げ米」の義。
ｒマイユ可，｢シェイ可シテイーン｢シエイ可マイシリ｢ヤ司一［rmaiju可Ｊ｢JeiTjtix
JrJei可maiJirirja可x］（米を搗いて白米にしなきい《精米にしなさい》）。ｒマイユープ
ツ｢シェイリー［rmaijuX可JrJeirix］（米を精げなさい)、「マイユーシューサ可アライ
［rmaijuxJuxsa可？arai］（米を強く洗いなさい《米をとぎなさい》）。
マイヌ・「イー［mainU-r?iX］（連）「米の飯」の義。米飯のこと。ｒマイヌイー可ユファー
リテイヌッ｢チ可ヤーｒナー－１ナイドウッタラ_［rmainU？iZ1jU小aXritiXnUtrUi1jaX
rnax1naiduttara2］（米飯を食べることができて、命が長く伸びたようだ）のように、終
戦直後には、よく言っていた。昔は主食はイモであった。
｢マイヌ・クー［rmainu-kux］（名）米粉。米をｌ晩水に漬けて水を切り、臼に入れて杵で
搗いて粉にしたもの。
マ｢ディル［mardiru］（名）ざる（旅)。トーズルモドキの皮で編んだ。芋などを入れて運
んだりするのに用いる農器具。
マ｢ノンタ［ｍａ｢nonta］（名）まないた（姐)。マワンタヌカナ－１ナッター「ジュンニー
－６６－
Hosei University Repository
リョーー'リヤーナrデヌドゥ「ラー［marnontanukana可nat[axrd3unnixrjox1rijax
narra~'nudurraz］（姐がかなって《適って》いないと、料理は出来ないよ)。マ｢ナンタ
［marnanta］（姐）とも発音される。
｢マンジューー'カーシ［rmand3uz~lkaxJi］（名）まんじゅう（饅頭菓子)。石垣から買ってき
た。
ミ「ジ［miFd3i］（名）みず（水）。ミ｢ジヌマ可一ドウ「ジヨー可トツテイーイ｢ジン－１ジ
ーナ｢ツォ司一ミ「ジヌミッ可テイーア｢シ１ハラｒシー［ｍｉＦｄ３ｉｎｕｍａ~'xdu
rd3ox~itot[ｉｘ？ird3in可d3ixnartso可xmrd3imumimix7arJi-ihararJix可］（水を飲ん
だ方が《飲まぱぞ》、よいといって、一生懸命に夏は水を飲んで汗を出しなさい《走ら
せろ》）。
ミ「シー可ジ｢ルー［mirliz~'d3irrux］（名）みそ汁。上「トウー可ウテーミ「シュー可ジルー
ファードゥ「クンケー可ン｢グー[glrtuZ~lutexmi｢Jux~ld3irux中axdurkuOke:丁ｋｒｋ,ux］
（朝は味噌汁を食べた方が根気がつく）
ミｒジカギン［mird3ikagiO］（名）水かげん（加減)。ミ「ジカギンジヨーツー'ト｢イコス
ナーッタ－Ｆイーー'ヤン｢マヨサネーヌドウ｢ラー［mird3ikagind3oxt可tori可sunaxttax
F?ixUa？mrma可sanexnuduFrax］（水加減が良くないとご飯はおいしくないよ）
ミ「ジダラ［ｍｉ｢d3idara］（名）台所の食器類を洗って干すために、屋外に作った木の棚。
その洗い水を、穴を掘って溜め、溜池の周辺に｢ウンコツァイ［「?un-1tsai］（えんさい）
を植えて野菜に利用した。ミｒジダラの溜め池には、藁を濡らしたり、旅を作るマワシ
［marnoli］をつけて皮を取るのに利用した。各家庭に必ず－つあった。
ミ「ジーンガーイ［mird3iOgaxi］（名）水瓶。ミｒジーンガーイ可ナー「ギャンー'テイミ
「ジユーー’ンrツア可シウ｢キー［mird3iO9axi可nazrgjan可timird3iju2可？nrtsaTi
？urkiz］（水瓶にいっぱい水を満たしておけ)、「アイ可テイガッ「．－Vハ「リ
［｢?ai可ti9akrkox1iharri］（そして学校へ行きなさい）
ミｒシャー'ク［mirJaMu］（名）神酒、にごり酒。祭祀に用いる酒。
ミ「シュ［mirJu］（名）味噌。自家製の味ﾛ胃。味噌、醤油はすべて自家製であった。戦前
は大豆、麦がよくできたので、味噌・醤油の原料は各家庭で賄うことができた。蘇鉄の
実も取り、大豆とお米で味噌を作った。ミ「シ１句ン_「トー－１シティー「ドゥー可サー
ニン｢グー'リー「ホーッタナシティ可ヤー［mirJu可nxrtox可ttixrdux可samikrk,u可rix
rhoxttanat1tijox］（味噌も、すぺて時分で作って食ぺていた)。「マイヌ・ミシュー
［Fmainu-miJux］（米の味噌)。
｢ミンスブ［rminsubu］（名）つぼ（壷)。「耳壷」の義。昔はミンスブに水を入れて畑へ
持参して飲んだ。「ミー可ス｢ブ［｢miY1su｢bu］とも発音される。油を入れるのにも「ミン
スブと称した。「耳のある壷」のこと。－升瓶が出来てからは、ガラスの一升瓶に水を
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入れて畑へも持参するようになった。
ムッ｢チ［mUtrtJi］（名）もち。餅。ムッ｢チヤーー’メー「ショアガチナー「ダン可ティ
ガザリドゥナシ可ティヤー「カン可ガンム「ツチ可テーヒティー「ダン丁ティ力rザ
リドゥナッ可テイヤー［mutrtJijax-1mexrJoO可gatJinaxrdan可ｔｉｋａ｢dzaridu
nanij9xrkaO可gammutrtliうtex9ltixrdan可tikardzaridunat可tijgX］（餅は、もう、
正月には飾り餅となっていて、鏡餅といって、ちゃんと飾り餅となっていたよ）
ムッ｢チマイ［mutrUimai］（名）もちごめ（糯米)。
ムrツ可イジュ［murtsu可id3u］（名）魚名。和名、のこぎりだい゜
ム｢ラシッティ［mUrraJitti］（動)、「盛らして」の義。飯などを山盛りにすること。ｒホーー’
ラシナーム｢ラシッティー可ス｢ネーリＷ－[｢box可raJinaxmurraJittix可surnexri~ljax］
（あんなにたくさん盛って注いであるか）
ム｢リヤー［murrijax］（名）だんご（団子)。「盛りもの」の義か。「おにぎり」にしたもの
の意。ム｢リファーシヤー'一［mUrri中aXJijg可X］（おにぎりにして食べきせなさい)。
ムrリファーシェー［ｍｕｒｒｉ⑪axjax］（盛って食ぺさせなさい）
｢ムン［rmuO］（名）麦。「ムン可ドゥ「ヤーコサン｢〈－１レーッタ｢ルー［ｒｍｍｄｕｒｊａｘ－１ｓａ
ｋｒｋ，u~lrextaFru:］（麦をたくさん作った)。「ヤー可サツ｢〈~１リラ_［rjax可ｓａｒｋ,mrirax］
（たくさん作った)。
｢ムン可ヌ・「イー［ｒｍｍｎｕ－｢?ix］（連語)、麦飯。「麦の飯」の義。「ムン［rmuO］（名）む
ぎ（麦)。「ムンコヌ・イー「ヌーンスンガ司一［rmun~lnu?ixrnuxnsuOga可x］（麦飯は煮
えてないよ）
｢ムン可ヌ・「クー［ｒｍｕｎ可nu-rkuX］（名）麦粉。小麦粉。こな。「ムン可ヌ「クーー’ア｢ラー可
アライヒ｢キッ可ティー「ウリサニハン可ビルヨットゥーア｢ワーー'アライティー
ウ｢ヌッ可．-Ｆマツ可サー［rmun可nurkux可？arrax可arai91rkit可ｔｉｘｒ?urisaxni
ham可birujottux？a｢1iVax1?awaitix？urnuk1koxrmas可Sax］（麦の粉を粗く畷いて、そ
れでハンペンを焼くと甘々として、あんなに美味しいんだよ）
｢〆＝可七Ｆ二［rmeX-15erY］（名）ひるめし（昼飯)、「メー可セーヤワrタプツッカファード
ゥナシ「ツォーナー可サドゥアリーヤ「ユイー'マデーマツ「ツア可イリーヤ「メー可
セーヤワ｢夕－１ツッコーファイＦヨー［rm5x-1S5xjawair[a可tsukka⑪axdunatr[sox
nax可sadu？arixjarjui可madexmat｢[sa1irixjarmex-1sexjawarta~ltsukkox中airjox］
（昼飯は腹いっぱい食べないと《食へばぞ、食ぺてはじめて》、夏は、日が長いから、
夕飯まで待たれるから、昼食は腹いっぱい食べなさいよ）
｢〆司－ナードウ［｢me~Ixnaxdu］（連）少しずつ。「メ可一［｢me可】］（副)、少し。程度を表す。
ナー［､a:］（副助)、分量を表す語に下接して、一定量のものを均分する意を表す。「ウ
イ可シトゥ「ナッリー「メ司一ナードウｒファ司一リセー［｢?ui可Jjturnat可tax
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ｒｍｅ可znaxdu1a可xrixrse可x］（老人になったので、ご飯は、少しずつしか食べられない。
《少しずつが食ぺられる》ル
モｒリヤー１－［mOrrija-1X］（名）にぎりめし（握飯)。「カイサイ可カサイム「リヤ司一
［rkaisai~lkasaimuFrija可x］（きれいに盛りなさい。きれいに握りなさい)。「カイー可かイ
ム｢リヤ可－［rkaixWaimuFrija7z］（きれいに盛りなさい）ともいう。
｢ヤー可シャダ｢ルー［rjax~lJadarrux］（形）ひもじい。空腹である。「ヤーリャネー｢ヌー
［rjax可Ianexrnux］（ひもじくない)、ｒヤー可シャドアッタFルー［rjaxTaduattarruz］（ひも
じかった)、「ヤー可シャッターｒイー可ヤ「ホイヤー可［｢jaxTattaxr?ix可jarhoija可x］
（ひもじかったら、ご飯を食べなさい）
ヤシ｢コン［jakrkoO］（名）やかん（薬缶)、湯沸し。鉄瓶。
｢ユイ［rjui］（名）ばんめし（晩飯)。「ユイ可ヤーリー１－ファードゥｒヌンビダリン
サ｢ルー可ドゥrシ-句（｢タン可チェーラーｒヌンバルヌー［rjui可jaxrme-1x小axdu
Fnumbidarinsarrux~ldurJix可bartan可tJexraxrnumbarunuz］（夕飯は少し食べた方が
《食べぞぱ、食ぺたらが》、寝やすい。あまりに腹が満つと、満腹したら寝られない)。
「ユイＷ－ｒ〆司一ナファイ［｢jui可jaxFme1xna中ai］（夕飯は少しずつ食べなきい)。
｢ユイ［rjui］（名)。夕食。「夕飯」の義。夕方のご飯のこと。「ユイ可ヤーリ司一フア
ー｢ラー［rjui~'ｊａｘｒｍｅ１ｘ中aixrrax］（夕食は少し食べようねえ)。「マーゴヌウヌホイ
ッ｢スワ司一「ユイＷ－ｒメコーフアーrラー［ｒｍａｘ可nuunuhoisrsuwa可xrjui-1jax
rme1：①axFrax］（間食、おやつを食べるから、夕食は少し食ぺようねえ)。
｢ユー［rjux］（名）お湯。「ユーフッ司力｢シー［rjux⑪VkMarJix］（お湯を沸かしなさい)。
Ｆユー可ヌドゥサ｢ミコラー［rjumudusarmi1rax］（お湯が冷める)。
rユー可ラチー［rjUX-1mliX］（名）「世持ち」の義か。部落の幹部役のこと。部落の副支会長
（－人)。その下に｢サンブ［rsambu］（世持ちの直属の祭の給仕役）がいた。その下に
ナ｢カッス［narkassu］（サンブの直属の役職。取締りや走り使いとなる）がいた。
｢ユージ可シン［rjuxd3i-1JiO］（名）部落の幹部や有志の人など、役職にある人、役職に就い
た人たちが来客となるもの。「ユーシリン［rjuxJiTiO］ともいう。
ユ｢デイルン［ju｢diruO］（動）ゆでる（苑でる)。「クンー１ガユユ｢デイルン［rkuO-1gaju
jurdiruO］（卵を苑でる)。ユ｢ドゥナ［jurduna］（ゆでるな)。
ユ｢ヌク［jurnuku］（名）麦焦がし。麦を妙って石臼で硬き、粉状にしたものに黒糖を削
って混ぜて食した。茶うけとしてよく食べた。福木の葉を匙代用にして使った。「シャ
ー可ウシ｢キ［｢Jax可ukrki］（茶うけ)。ｒシヤー可ウッケーイッ｢チバー可ンメーグ｢マー’
シャーウッキトゥーユ｢ヌリトゥドゥーマシー［rJax1ukkex？itrUibax1mmex
gurmaTaxukkituxjurnu可kutudumarJix］（茶うけは、－番、もうゴマ茶うけと、麦こ
がしがいい)。
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｢ヨーヨームチ［rjoxjoxmutJi］（名）糯米を水に漬け、臼に入れて杵で搗き、粉にしたも
のをソイ［soi］（みの）に入れ、それに黒糖を削って混ぜ、箱型に詰めて入れ蒸しあげ
て菓子に作ったもの。６１歳（還暦）の祝儀用、７３歳（古希）の祝儀用に作った。
rヨーン［｢joxU］（動）やく（焼く)。「テンブプラ｢ユ丁エー［rtem~'purarju~ljex］（天麩
羅を焼け《揚げなさい》）。「テン－１プラ｢ユヤー１－［rtem可PUrarjUja-1X］（天麩羅を焼
きなさい)、ヤイ「ヤー１－［jairja-1x］（焼きなきい)、「テイン可プラヤ「ヨーナ１－
［rtim可purajarjoxna可x］（天麩羅を焼くな)、「ヨーッマターバrヌマン「ティッー'チェー
カｒ－シー［rjoxt可taxbarnu可nrtitUexkar7Ji］（焼いたら私にも－つ食べさせろ)、
「ノーン可シヤーハン［rnoxnTijaxbaO-］（いくらやいても～）
ンrがサダ｢ルー［Orga1sadarrux］（形）にがい（苦い)。ンｒガッ丁サーネー「ヌ
［U｢gas可saneXFnu］（苦くない)、ン「ガプサヌｒファーナルーツタ［UFga可sanu
r⑪axrunaxtta］（苦くて食ぺられなかった)。夕｢ダーリ夕｢グー－１ンン｢ガッ可サナリー
ア「トー'ラーメーカ｢－可ル｢ナーッリー［tardax可ntadaxUOrgas1sanarix？arto可rax
mexkarax可rurnaxna2］（だんだん苦くなって、後では食べられなかった）ン｢ガヨサル
フrスルヌー’ア｢リッー'ティーヌ｢マ可ル｢ナーッ可ター［Drga1saru①Vrsurunu可？arrit可tiX
nurmaTurnaxtlax］（苦い薬があって飲めなかった)。
｢ンコブラー［｢?m-1burax］（名）さざえ（栄螺)。まき貝の一種。
ン｢マサル可ラヌ［?mrmasarU1nnu］（名）ご馳走。「おいしいもの」の義。「キュー可ヤ「デ
ー可ジナンrマサル可ラヌｒチヨッリー［｢kjux可jgrdex可d3ina？mrmasaru可unu
rtJOt1tax］（今日は大変おいしいものだった)。
ﾝ｢マサン［mrmaSaO］（形）おいしい。うまい（美味)。ン｢プーダrルー［ｍｒｍａ可XdarrUX］
（おいしい。「うまくぞある」の義)。ポマッ可サネー｢ヌ［mrmaS~lSaneXrnU］（おいしくな
い)。夕｢グー可ン′rマツ可サナリrキーッー'夕［mrmaS可SanarirkiXtTa］（おいしくなってき
た)。ム｢カリャーン｢マ可一ツタヌー「ナ可＝ヤン｢マツ可サネー｢ヌ［murkaTijgx
mrma-izttanuxrna可RjgxmrmasMnexrnu］（昔はおいしかったが、今はおいしくない)。
ン｢マー１－ツター［?m｢maTtt，ax］（おいしかったら)。
Fン－可ヌカイ［「?､x可nukai］（名）いも粥。「ン－－１ヌカイヤーンrマーリドウｒラー
［｢?nz1nukaij9xmrmax可ndurrax］（芋粥はおいしいよ)。ア｢ジョ可ニサーンアrリッ可
ティー「ン－－１ヌカイヤーンFマ司一「ダッリェー［?ard3o可xsaxO？arrit~ltix
r?､x丁nukaijgxmrmaVdajTex］（甘味があって、芋粥はおいしかったよ)、ヌ｢ルー－１ヌ
「ヨーＹｒタイムッチ｢フー［nurrux可ｎｕｒｊｏｘ１ｉｒｔａｉｍｕｔＵｉｒのux］（糊のように
炊いてもってきなさい)。
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一分野（７）住居一
アニ｢ダイ［?aYrdai］（名）ひさし（庇)。両だれ。ア「二-１ダイヌｒナー－１サ｢スー
［?amdainurnax可sarsux］（庇が長い、雨だれが長い)。
ア｢ニドウ［?arYdu］（名）雨戸。ア｢コドゥハイレー［?a｢訂duhairex］（窓をあけなさ
い)。
Fアーフ［｢?ax⑪u］（名）棒。担い棒。重いものを担ぐ棒。ｒアー~'フトゥリ「グー
［「?aX1UtUrirgUX］（担い棒を取ってこい)゜
アサ可ヌ｢ビ［?arsa1nurbi］（名）寝坊。「朝寝」の義。ア｢サ可ヌ｢ビー可シーッタナrラ
ヌ［?arsa-1nu｢bix可JixttaXnarranu］（朝寝をしたらいけないよ)。「ミー可ドニヌア
ｒサ可ヌ「ビーコシッターナ「デヌｒｒ－［｢mix可doxnu？arsa可nubixJittax
narra7nu｢dox］（女が朝寝したらいけないよ)。
ア｢シザ［?arJidza］（名）下駄。「あしだ。足駄」の義。「足駄」の転訓したもの。
｢アッシ［｢?alJi］（名）木槌。藁やカズラなどを敲いて柔らかくする道具。
アシ｢チ可ニルン［?at｢Ui1Y｢ruO］（動）集める。アシFチ１二Fリ［?atrUi可YFri］（集めろ)、ア
シrツ司二｢ナ［?atrtsu可YFna］（集めるな)、アシ｢チーリタ［?atFtJi汀1ta］（集めた)、「
ワー可アシ「チースニ可ヤッター（「ヌ可ンアシ「チコール「ン［ｒｗａｘ１
？atrUixsuni-1jattaxbarnuｺﾛ？at｢Ｕｉ可YrruO］（君が集めたら私も集める)、「ハイ可サア
ッrチ仁｢リ［rhai7sa？atrLlT17rri］（早く集めなさい)、アシ｢チ司一ルシトータ｢ロ
ーリブrラーヌ［?atrUi-1xruJ1toxtarrox可mburaxnu］（集める人は誰もいない)。
アナフ可ヤー［?arna①u可jax］（名）「穴掘家」の義。掘っ建て小屋のこと。
アヤハブ［?arjahabu］（名）青大将。ヘビの－種で無毒。茅葺屋根の軒にスズメが巣を
作って産卵すると、それを食いに来ることがあった。最近はスズメが全く見られなくな
ったという。反対にカラスが増え、スズメの里を占領してしまっているという。ガrラ
シ［９９｢r9Ji］（からす、烏)。
｢イーワ｢シ［｢?ix1rarJi］（名）きり（錐)。ｒイーううｒシ－句サーニア｢ナー’ピ｢キ
［｢?ix可rarJix-1saxni？arna可ｐｌ｢ki］（錐で穴をあけなきい)。
イ｢シダン［?irIidaO］（名）階段。「石段」の義。
イ｢夕［?irta］（名）いた（板)。ス｢ギイタ［surgiita］（杉板)。フ｢クコン［⑪urkmO］（福
木)。「シン可ダンヌ・イ「夕［｢JiTdannu-irta］（栴檀木の板)。昔は、鏡板はすべて栴檀
の板を利用していた。「サン可ブイr夕［｢sam1buirta］（三分板)、グrブイタ［gurbuita］
（五分板）などがある。
イ｢チ可バン・ウラrザ［?irtJi可baO-?urardza］（－番裏座)。一番座の裏にある部屋のこと。
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長男の嫁が来ると、－番裏座を新婚夫婦の部屋にした。ア｢ニナー［?arninax］（新嫁）
は一番裏座で生活した。トゥ｢ジウイヌトゥジサラードゥｒマイフナーマリラ
ー［turJi丁uinutud3isaraxdurmai中unaxmarirax］（年上の妻を要ると幸福になる）
といわれたという。
｢インザ［「?indza］（名）円座。藁や茅などをトウヅルモドキの皮で渦巻き状に編んだ、
平たい敷きもの。その上に座した。
｢インノ［｢?i､no］（名）すな（砂)。「インノポーレー［｢?innopoxrex］（砂をまきなさ
い)。ア｢ラインノー［?arrainnox］（新しい砂。正月の時に、子供たちは、浜から新しい
砂を庭に運んで撒いたものである)。アrラインヌポーレー［?arrainnUPOXreX］（新
しい砂を撒きなさい)。
｢ウニ可ザ｢ヌ可・カチー［｢?u71dzarnu1-katJiX］（名）猪垣。「猪の垣」の義。猪の害を防ぐ
きく
ため|こ、西表島では石垣を積んだり、木で柵を作ったりした。
ウ「ドウ［?urdu］（名）ふとん（蒲団)。「キューＷ「ピー可サリヤーウ「ドゥ可力｢ビコ
ヌンベー［rkjux可jgrpix~lsarija：？urdu~lkarbi-1numbex］（今日は寒いから蒲団を被
って寝なさい)。
｢オ可ニシー［｢?o可HJix］（名）豚舎。ｒオーョマシ［｢?ox1maJi］（豚牧）の変化した語という。
オーr二［?oxrni］（名）うちわ（団扇)。ｒオー可ニサーニ「オーヒヤー［「?ox可nisaxni
r?OXmijaX］（団扇で扇ぎなさい)。ｒオー司二は、クバの葉で作った。ク｢バオーニ
［kum〕a?oxni］（クバ扇）という。
rカー［rkax］（名）井戸。ｒカーヌミジコフニ「クー［rkaxnumid3i~’中unirkux］
（井戸の水を汲んで来い)。水汲みは子供の仕事（日課）であった。７－－１ラカー
［｢?ax可rakax］（井戸の名、河上家の近くにある井戸)、ｒナー可ジカー［rna:U3ikax］（井
戸の名、犬が発見した井戸といわれている)。
力｢ニドッチ［kar7dotUi］（名）かまど（竃)。土を握れて鍋、釜をかけ、煮炊きするもの。
犬・中・小の三つの竃を造った。大竈には芋を煮るrシンリーナビをかけ、中竃には羽
釜、小竈には薬缶をかけて煮炊きした。土竜。これが改良されて、煉瓦作りの改良竃に
なり、次にワクラガマが流行した。力｢ニドッチ可ナーナ｢ビ可ユビrシテイーイーー’
ヤｒマーー'シャー［karYdotUi可naxnarbi-ljubirIitix？ix-1jarmax-1Jijax］（竃に鍋を据
えてご飯を炊きなさい)。
｢カーラ可ヤー［rkaxrEpja2］（名）「瓦家」の義。瓦葺きの家のこと。
｢ガイ［rka可i］（名）「笥｣。箱形の衣類を入れる器物。衣裳箱。昔は「押入れ」はなかっ
た。仏壇の裏座に置いた。娘が嫁ぐときには、「カコイ（笥）を持参させた。仏壇の下は
家具類を収納するのに用いた。押入や戸棚などはなかった。
力｢キュコニrヌ［karkju可7rnu］（名）「掛け物」の義か。掛け軸のこと。昔は漢風の掛け軸
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が各家に掛けられていたが、大政翼賛会より廃止させられた。
ガチャ［kgrtJa］（名）かや（蚊帳)。力｢チャヒケー［kortJa9lkex］（蚊帳を吊りなさ
い)。
力｢ナ［karna］（名）かんな（鉋)。力rナ司上｢キ［ka｢na-1g1rki］（鉋をかけなさい)。
力｢ナー'ヒキシレー［karnEMkiJirex］（鉋がけをしなきい)。
力rマコヌ・ハタ［karmamuhata］（名）小さな竃の側。三番座の北側（裏座）に、小さ
な竃を造って、老人たちが早朝Iこ起きて湯茶を沸かすのに用いた。周囲は莫薩を敷いて
あり、それに座って茶飲み話をした。これがコタツ（炬燵）代りとなった。
力｢モイ［karmoi］（名）かもい（鴨居)、引き戸や襖、障子などをはめこむ際、敷居の上
部に渡した横木。溝を掘ってある。
ガFヤャー［garja可jax］（名）茅ぶき家。「茅家」の義。「カーゴラヤー［rkax可rajax］（名）
瓦葺き家。
｢ガテトウイナニ［rga,a可truinar］（名）スズメ。「カーラ可ヤーヌ．トゥイナー（瓦家の
小鳥）の義という。丸太を－本切って軒にかけ、それに乗って屋根へ登ったという。ス
ズメが茅葺屋根の軒に巣を作って産卵するので、丸太のはしご（梯子）を伝って登り、
卵を取ったという。昔は、二本の長い材に幾段もの横木をわたした構造の梯子はなかっ
たという。
｢カー可ラヤー［rkax1rajaz］（名）瓦葺きの家。「瓦家」の義。赤瓦で葺いた家。セメント
瓦は最近になって入ってきた。昔はなかった。
｢キュー可シ［rkjuxTi］（名）けむり（煙)。「キューシヌドゥ－１ン｢ジー'ラー［rkjuxJinudu-1
？､｢d3nax］（煙が出ている)。
｢〈－ツキー［｢k，uxd3iMx］（名）つる草などの枯れたもので燃料として使用するもの。
フ｢クジ可キー［の1rkud3i可kix］とも発音される。
クーFル［kuXFru］（名）「庫裏」の義。母家の裏座で炊事場の右側にあった。味噌瓶や穀
物の種子を入れた瓶などを保管するのに用いられた部屋。最近はク｢ラ［kurra］（倉）
ともいう。「クープルデン「ナッテイコヤー［｢ku2可rudennatrti-1jgx］（穀物倉庫になっ
ている)。クールは最も古い語という。
グッrク［gukrku］（名）石垣。ゆっくり言うと、グフリ［gu●rku］とも発音されることが
ある。普通には、グッ「ク［gukrku］と発音される。ｒグッリドゥスメＦルー
［rguk1kudusumerrux］（石垣を積んであるか)。「グッリ「ドゥスム［rgukMurdu-1
sumu］（石垣を積む)。～スミ「グー１－［～sumirda1x］（石垣を積んでいるのか)。～ス
ミ「ラー［～sumirraﾌx］（石垣を積んでいるよ。質問に対する答え）
クrパイ［ku｢bai］（名）準備、用意。ｒトーうう｢ナーョイ「イーー'ヌク｢パイ可シレー
［rtox可rarnax可irWnukuFbai1Jirex］（台所でご飯の準備をしなさい)。
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ク｢バオーニ［kurba?Omi］（名）クバ扇。グ｢バオーニヌドゥ司力｢ジャー~’ヤ｢ラーヨヤ
ラーイキーッテイ「ジヨー可トツシェー［kurba?oxninudu丁kard3ijax1jarrax可jaraxi
kixttird3oz~ltoHex］（クバ扇が風はやわらかく来て上等だ)。
ケビ［kuFbi］（名）かく（壁)。
グ｢マ可ミチェ｢二［gurma可mitJen（名）「小路」の義。ろじ（路地）のこと。グ｢マー'ミ｢チ
［ｇＵｒｍａｍｉｒｔＪｉ］ともいう。グ「マー'ミチェ「－可デンナシ「ティ可ヤー
［gurma1mitJerxUennatr(i可jg2］（小路になっているよ)。こ奇麗な、小苔な道のこと。
｢ケースン［rkexsuO］（動）消す。「ピー可ユ「ケーシェー［rpix可jurkexJex］（火を消せ)。
～｢ケースナー［～rkezsunaz］（～消すな)、～｢ケーシッタ［～rkexJittax］（～消した)、
「キーシター［FkixJltax］（消えた)、ｒケースシトゥヌドゥ可ブ｢ラーンチョツリー
［rkexsuJltunudU1burraxntJot可tax］（消す人がいない)、「ワーケースッ可ター
バ｢ヌ可ン「ケースン［rwaxkeXsumaxbarnu可DrkexsuO］（君が消したら私も消す）
｢ゲンノー［rgennox］（名）げんのう（玄翁)。
｢コー司り［rko2可ri］（名）こうり（行李)。やなぎ行李。台湾や沖縄本島、本土へ出稼ぎに
行った人が帰郷する際に持ち帰った。旅行用のかばん。衣類や土産品など旅行用品を入
れて運ぶ竹製の蓋付きの篭。戦前の石垣台湾間の運賃は５円、石垣那覇間は３円であっ
た。台湾行きは、正午頃に石垣港を出て、西表白浜港で石炭を積み、一拍して出港した。
石垣港からはしけ（艀）船で本船に乗り、ドラの合図で見送り人は艀に下船した。
｢コーロー［rkoxrox］（名）香炉。子供が生れたら、男女に力､、わらず一つずつ作った。こ
れをマ｢デシンガン［marra可JiOgaO］（産士神、「生まらせ神」の義か）といった。大政
翼賛会によって、それらも除去させられた。
ゴrトク［gortoku］（名）ごとく（五徳)。本土から導入されたもので、昔はなかった。今
でも使ってはいるが、標準語からの借用語であるという。
ゴ｢ミ［gormi］（名）ごみ（塵芥)。障子の桟などに溜る塵芥。標準語より借用きれた語。
ゴミ可ヌドゥス｢モリシェーサン可ナー［gormi可nudusurmorile2san~lnax］（ごみ
が積っているよ、桟には)。
｢ザー［｢dzax］（名）座敷。部屋。イ｢チ可バン｢ザー［?irtJi可banrbandzax］（－番座。客間と
なる)。二｢バンザー［､i｢bandzax］（二番座。仏間となることが多い)。「サン－１バン｢ザー
［rsam-1banrdzax］（三番座。居間や食事場所に利用きれることが多い)。ル｢ククイン
［rurkukuiO］（二番座の上にある三畳の問、古い家にはあった)。「ヨ司一［rjo可x］（裏座）
もあった。
ザーッ｢クー［dzaxkrk，ux］（名）とこのま（床の間)。「ザ－－１トゥ｢ク［｢dzax可t9｢kux］（床の
間）は丁寧な発音。これを略してザーッ｢クーと言う。「ザヨトゥ「ク可ツスンガドゥ
「ザーック［rdzax丁tu｢ku1ssuOgadurdzazkk,u］（ザートウクと言うのだが、ザーック）
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と言っている。
サッ｢チー［satrUix］（名）錠。錠前。「鎖」の義。扉などに設置して盗難を防止する金具。
サッ｢チーコシー｢リー［satrUWJiYrrix］（錠を締めなきい゜施錠しなきい)。
サッ｢チー'ヌ・ファー［satrUi可nu-⑪ax］（名）かぎ（鍵)。「鍵の子」の義。錠を開閉する金
具。キー。
rザ上司キ［rdza9j可ki］（名）部屋、「座敷」の義。「ザ上司キヌドゥシ｢バツ可サ｢ルー
［rdzaWkinuduJiFbas可sarrux］（部屋く座敷〉が狭い)。「ザこうキヤシrバツ－１サネー
「ヌ［rdzaWkij9xJirbasMnexrnu］（部屋く座敷〉は狭くない)、夕｢ダーコンーシ｢バ
ツ－１サドゥ「ナッス可ヌシェー［tardax-10xJi｢bas可sadurnassunu-lJeX］（次第に狭くな
る)、シ｢バッヨサドゥ「ナリ可ラー［JirbasMdurnari7rax］（狭くなる)、シ｢バツ可サル
「ザシ可キヌドゥ「アッスヌリェー［Jirbas可sarurdzaJrkinudur?assunu-1JeX］（狭い
部屋があるよ)。
サFフン［sar中叩］（名）せっけん（石鹸)。サrフンコサーニ「ドゥー可ユーアFライヤ司
一［sar小u､~lsaznirdux可ｊｕ？arraija1x］（石鹸で体を洗いなさい)。
シ｢ナ［Ji｢､a］（名）つな（綱)。シ｢ナー'ヤー「ナシリダー［Jirna可joxrnaJrtadax］（綱
は絢った）。（ｒラッレシナ［barrat可taJina］（藁綱、藁縄）、フ「ガー'ラジナ
［中u｢ga~lrad3ina］（黒ツグの縄。莞の上に掛ける縄)。
シ｢マイッタ［Jirmaitta］（動)、仕舞った。終った。イサフ丁シ｢マイッタダ１－［srsa中u
Jirmaittada-1X］（仕事は終った、仕舞った)。「メーゴダシ｢マー可ヌー［ｒｍｅＸ可da
lirma21nUX］（まだ終らない、仕舞わない)、シrモーヌー［JirmOXnUX］（仕舞わない)、
「ハイコサシリー［rbai-1saJi｢mex］（早く仕舞え)。
｢シ可ヲシー［rJi~'rarJix］（名）ちらかす（散)。「シ１ラシーダ｢ルー［rJi可raJixdarrux］（ち
らかしてある）、「シン可ドウー「シコラ「シェースヌ可シェー［Ｔｉｎ可dux
rJi-1rarJexsunuTex］（着物を散かしてある)。「シ可ラス｢ナー［rJi可rasurnax］（散すな)。
「シ１ラシェ｢ルー［rJi1raJerrux］（散してある)。
シ｢リバイ［Jirribai］（名）床下にわたす横木。ねた。シFりうバイヌドゥ「ヨー可リレー
［Jirri可bainudurjoprirex］（床下の横木が弱っている)。
ツル［d3irru］（名）「地炉」の義。いろり（囲炉裏）のこと。二番裏座にしつらえた。床
を切り落して、「シンリーナビ［｢Jim可mexnabi］（大鍋）を据え付け、砂を入れ、火を
炊きつけて産褥に利用した。
｢シュニナ［rJuYna］（動）絞めるな。首などを絞めること。ヌrブイ可ドゥシ｢ミ可ラ｢リッ可
テー［nurbuiUuJirmi1rarrit7tex］（首を絞める)。ヌ｢ブイ可ドゥシ｢ミツ可ティドゥ
ーッrサー可リッテー［nurbuiUuJirmit~'tidusrsax~'rittex］（首を締めてぶら下って
いる)。ヌ｢ブ可イユー「シュニナ［､u｢bu~'ijuxJurYna］（首を絞めるな)、シ｢ミツ可ター
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ナ｢ラン可スンガー［Jirmit可taxnarramuU9ax］（絞めたらいけないよ)。
シュ｢（可イ［jurba7i］（名）柱と柱の間に斜めに渡して支える材木。耐震構造として、柱
間に斜めに渡す一種の梁。支柱。つっぱり。
｢シュンバッタ［rJumbatta］（名）しもがた（下方)。「シュンバッタラーヘー司り「ク
ー［rJumbattaraxhex可rirkux］（下方から入ってこい）「裏口」という表現はなかった。
下方、台所の入口のこと。
rショージヌ・「サン［rJoxd3inu-rsaO］（連）障子の桟。障子のほれ。
ショ｢ニッコキＦ１ノー［Jor7kMirrix］（動）「絶対に逃がさないように、しっかり縛れ」の意。
シヨｒ－ツレrナ可一［Jorirk可kurna可x］（逃がさぬように、しっかり縛れ)。「しまりおく」
から転訓した語かという。
rシン［rJiO］（名）ランプの灯芯。「シン可カイ「クー［rJiTkairkux］（芯を買って
きなさい)。
｢シン可メーナビ［rJimmexnabi］（名）芋を煮る大鍋。「四枚鍋」の義。鍋の大きさにより、
「ニンリーナビ［｢nim~'mexnabi］（二枚鍋）もある。
｢スーリレン｢ガネー［rsux-1ruOrgane2］（名）はりがね（針金)。「スー可ルン｢ガネー可サーニ
「フイリヤ可－［rsux丁ruOrganex可saxnir中uirija可x］（はりがねで縛りなさい)。
ス｢（［surba］（名）「側」の義。屋根の側面（東側と西側）の斜面をいう。
ズ｢マン可パ｢ラ［dzurmam1pgrrg］（名）軒柱。「曰|曼柱」の義か。他人に見せて自慢する
柱で、槇を使用したという。飾柱の一種。
ス｢ムン［surmuO］（動）すむ（住む)。ｒクヌシマ丁ナードゥス｢マーー'リrルー［rkunu
Jima1naxdusu｢max~Wrux］（この島でぞ住める)、ス｢ムナ［surmuna］（住むな)、ｒバ
ン可ダヤース｢マヌ［｢banUajaxsuFmanu］（私は住まない)、ス｢ム可シトゥヌドゥ
ブ｢ラーヌ［surmu-lJ1tunuduburramu］（住む人がいない)、「ワー１－ス｢ムー可スニ
ヤッターバ｢ヌリス｢ムン［rwa可ｘｓｕｒｍｕ:可sunijattaxbarnu~lnsuFmuO］（君が住
むなら私も住む)、ス｢ミャー［surmi可jax］（住みなさい)。
｢ソー［Fsox］（名）さお（竿)。竹竿。ム｢ヌコフシ｢ソー［murnu-1⑪uJiFsox］（名）物干し竿。
着物などを干す竿。
｢ソー可ジ［rsoPd3i］（名）そうじ（掃除)。「カイー可カイ「ソー可ジシレー［rkai:可kai
rsoM3iJirex］（きれいに掃除しなさい)。
｢ソー可ジカキ［rsox可d3ikaki］（名）掃除。「掃除掻き」の義か。掃除すること。清掃する
こと。ｒボーうシサーニイ｢チゴバンザーユ「ソ－－１ジカキシレー［rpoxli-1sami
？irtJi1bandzaKjursoxd3iMakilirex］（箒で一番座を掃除しなさい)。
rタージン［Ftaxd3iU］（名）高膳。脚付きの膳。父親の食事は、高膳に載せて出した。「ジ可
ン［rd3i~'0］（平たい膳、普通の膳）と区別して用いた。今はタージンを使用する家は
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｢ターング可チヤー［rtaxOgmtJax］（名）棒。担桶を担う棒。水樋（担桶）を前と後に吊し
て担う棒。直径約７～８センチの円い垂木を長さ約170センチに切り、両端を削って山
型の鉤を作った担い棒。
｢ダイップシャ［rdaiJTa］（名）あぐら（胡座)。「ダイッ可シャシー「オー－１リー
［rdaiJTaJixr?ox可rix］（胡座をかいていらっしゃい)。
rタイフンタニ［rtai⑪unta7］（名）竹で編んだ床。「タイフンタヌドゥー－１夕「タミヤー
ガン可ジューサ｢ナシ－１ティヤー［｢tai中untanudux可tartamijaxgan可d3uxsarnat可[ijgx］
（竹床が畳は強くなるよ)。今は、みんな板で床を張ってあるので、畳の持ちが悪くなっ
ている。
夕｢ムヌ［tarmunu］（名）たきぎ（薪)。上等の薪。「マー可キ［｢max1ki］（｢真木」の義か。
樹木の幹を割って薪にしたもの。祭祀用として大切に保管して利用した）ともいう。西
表の山から伐り出された薪。炊事場の薪棚に並べて乾燥させて使った。生の薪は乾燥さ
せて置き、これが赤色がかると燃してもよいと教えられたという。
｢夕司ン［ｒｔａＵ］（名）すみ（炭)。ｒタンエイ［rtaJ1jei］（炭を焼く）、ギンネムの木の
成木は炭焼き用として重宝された。芯が堅くて、良い炭がとれるという。昔の子供は、
自分で炭焼きもした。「夕－１ン「ヨーナ［Fta可J1rjoxnax］（炭を焼くな)、「メ可－Ｆヤシ
ター［｢me可xrjaJIaX］（もう焼いたよ)、ｒヤイドウ可シ｢ライラー［rjaidmJirrairax］
（焼きたい)、「ヨー可シトゥヌドゥブ｢ラーン［rjox可Ijtunudubu｢raxO］（焼く人が
いない)。
｢ダンス［rtansu］（名）たんす（箪笥)。新しく標準語より借用された語。昔は箪笥はな
かった。ほとんどの家では「ガイ［rka-1i］（笥）を用いた。
｢ティ可_ザ｢シー［rtiMZarJiX］（名）てぬぐい（手拭)。「ティー可ザ｢シー可サーブ7Ｆドゥー
ドゥー可ドゥ「スールナッー'ティヤー［rtix可dza｢JiX可saXirdu：dux可dursuxrunat可[ijgx］
（手拭で体をふく）。「ドゥー可ドウンスラー［rdu:~Idussura:］（体をふく）。「ドウー可
ソスレー［｢dux可ssurex］（体を拭きなさい)。γrスー'ル｢ナ［srsu~Irurna］（拭くな)、ｒハ
イ可サッスレー［｢haiMssurex］（早く拭け)、ソ｢スリピレー［srsuripirex］（拭いてく
れ)。
テイーソジョ［tixnrd3o:］（名）てんじよう（天井)。
｢ティーン可ジョヌ・「サン［rtixnU3onu-rsaID］（連）天井の桟。Ｆテイーン可ジヨヌサンナー
「トー~'シティ「キャーンギツスヌ可シェー［rtixn可d3onusannaxFtox-1t[irkjaxOgi
ssunuTex］（天井の桟は、みんなイヌマキ《槇》で作られている)。
｢ﾂくうルン［rkk，u可ruO］（動）作る。造る。「ソ〈ブラ｢ヌー［rkkTrarnux］（作らない)、「ﾂ〈
リッ丁ター［rkk,urit1tax］（作った)、「ナニーiドウ「ﾂくり－１ラー［rnaY-1durkk,uri可rax］
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（今（ぞ）作っている)、メー「ソくりツリー［ｍｅｘｒ１`k,urit~１t,ax］（もう作った)、「ﾂ〈
ル可ツとウヌドゥブrラーンシェー［rkk，uru可trunuduburraxOJex］（作る人がい
ない）、ｒワーン〈可ルスニヤッター（｢ヌリＰ'くうルンドゥｒラー［ｒＷａＸ
ｋｋ，u可rusunijattaxba｢､u可UrkkTrundurrax］（君が作ったら僕も作るよ)。
ﾂrシッシャ［jTijJa］（名）「後の平」の義。屋根の北側の斜面。
ﾂﾞ｢シゴーッ｢夕［｣TIC可xtrta］（名）うら（裏)。「後方、後側」の義。転じて「裏」の意。，
「シヨ司一ツタヌミ｢ナー可インジアスベー［ｎｏ可zttanumirnax-1ind3i？asubex］
（裏の庭に出て遊ぺ)。ｿ｢シヨ可一ツタヌハ｢テーン可イーハrリ［JrJO~'XttanU
hqrtexO可ｉｘｈａ｢ri］（裏の畑へ行きなさい)。
ﾂ｢スルン［srsuruU］（動）ふく（拭)。雑巾などで拭く。ツ｢スレー［srsurex］（拭け)、「フ
ン司夕一ｒカイー'カイツ｢スレー［｢中mtaxrkai可kaisrsurex］（床板はきれいに拭き
なぎい)、ｼ｢スー'ル｢ナー［srsu可rurnax］（拭くな)、γ｢スリッター［srsurittax］（拭いた)、
γ｢スル可シトゥヌドゥブ｢ラーンリェー［srsuru可J1tunuduburra:ＯＴＣ:］（拭く人
がいない)、「ワー－１ツ｢スルスニー1ヤッター（｢ヌリツ｢スルンドゥ「ラー［rwax-1
srsurusuni可jattaxbarmnsrsurundurraX］（君が拭くなら私も拭くよ)。
｢トウイ［rtui］（名）とい（樋)。昔は大きな竹を割って、軒下にかけ、屋根の雨水を受け
てタンクに集めるのに用いた。筒状の竹を用いるのは、ビー［bix］（樋）という。
｢トウイヌ｢ヤー［rtuinurjax］（名）「鳥の家」の義。鶏舎のこと。鳥小屋。
トウー｢ルー［tuxrruz］（名）ランプ。「灯籠」の義。フ｢ヤ［巾urjg］（火屋)、シュッ｢キ
［Jukrki］（油壷)、力｢サ［ka｢so］（傘)、「シン［rJiO］（芯、灯芯）でトゥールが作られ
ている。
トウ｢ク［tqrku］（名）仏壇。「床」の義か。その家に代々伝わる位牌を安置して、朔日、
十五日の朝、茶湯して拝むところ。
ドウrシ１－［durJi1x］（副）あまり。よく。程度を表わす。チャ｢クヌキ可一ドゥ「シ可
一Ｆヌンバルナーッ可ター［tJ9rkunuki~'ｘｄｕ｢Ji可xrnumbarunaxt1tax］（客が来て、
あまり寝ることができなかった。よく寝れなかった)。
トウ｢ヌクイ［tu｢nukui］（名）取りはずし式の戸。ススキを簾のように二枚編み、簾と簾
の問に茅を入れて戸を作ったもの。南風の暴風の時には、戸の外側にそれを立てて台風
を防いだという。雨にうたれると重くなるので、どんな台風でも、ビクともしなかった
という。茅葺きの家は、黒ツグの縄で編んだ網を屋根ごと、すっぽり被せて暴風よけと
した。五月頃になると茅葺き屋根は網を被せていた。「アン可カバ｢シー［｢?aT
kabarJiX］（屋根に網を被せなさい)。
トウ｢マルン［turmaruO］（動）とまる（泊る)。「ウヌヤーー'ナードゥトゥ｢マルダ司一
［｢?ｕｎｕｊａｘ可naxduturmaruda可x］（この家に泊る）。トゥ「マラナーッ可ター
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［tUrmaranaXt可[aX］（泊らなかった)、トウ｢マ可ル｢ナー［tUrma~lrUrnaX］（泊るな)、トゥ
「マルシトウヌドウ可ブ｢ラーヌ［turmaruntunudu1burraxnu］（泊る人がいない)、
「ワー可トゥ｢マルスニーヤッターバ｢ヌー'ントゥ｢マルン［｢wax可turmarusuni~ljattax
barnu~lnturmaruO］（君が泊るなら私も泊る)、トゥ｢マリヤッリー［turmarijat可tax］
（泊れ)。
｢トウンドウチー［rtundutJix］（名）門。家の門。「トウンジ［｢tund3i］（門）ともいう。「ト
ゥンジヌニンガイ可シレー［rtund3inuniOgai~IJirex］（門の祈願をしなさい)。「ト
ゥンドゥチェーラヘー司り「グー［rtundutJexraheX可rirkux］（門から入って来い)。
｢デーファー［FdeZ⑪a:］（名）すりばち（播鉢)。
トー「ラ［toxrra］（名）台所。「トー可デナー可イ「イー可ヌク「パイ可シレー
［rtoX可rarnax可ｉ「?ix可nukuFbai-1Jirex］（台所でご飯の準備をしなさい)。
｢ドー［｢dox］（名）ろうそく（蝋燭)。
ナー｢ザ［naxrdza］（名）土間。「中座」の義か。「ナー可ザナーイウ「リリ［rnax~'dzanaxi
？urriri］（土間へ下りなさい)。昔はナーザに円座を置いて、鍋を囲んで食事したもので
ある。「ナーー'ザFナー可イｒイン可ザナ「ビシテイ可フェー［Fna2UZarnaZ-1i
r?inUzanarbiJiti司中ex］（土間に、円座に坐って食べなさい)。
｢ナー可ジカー［rnaxU3ikaz］（名）井戸の名。竹富の人々の生命の水を湧出した井戸。犬
が発見したといわれている。階段があって降りていき、水を汲んだ。ウリカー（降り井
戸)。その後改良された。
｢ナニッー'キ｢カザ［｢naYNkirkadza］（名）「焦げつき匂い」の義。転じて、「きなくさい」
の意となるという。「ナニッー'キ｢カザ可シードウラー［rnaYk~Wkadza~lIixdurax］（き
なくさい匂いがする)。「クンガリカサ［rkuO9arikadza］（焦げつき匂い）ともいう。着
物などが焦げる匂いにもいう。「クンガリカザシードウ可ラー［rkuOgarikadza
Jixdmrax］（着物の焦げる匂いがしている)。
｢ナー可パ｢ラ［rnax可p9rro］（名）家の中柱。大黒柱。昔の人は大黒柱を背に座っていて、
目の高さまで軒を下げたといわれている。暴風対策のために軒を下げたという。石垣で
屋敷を囲い、軒を下げて家を造っておくと、暴風は屋根の上を通過することになる。風
土にマッチした建築構造である。
｢ナニンダヌンビ［rnamdanumbi］（名）熟睡しないこと。「なま眠り」の義か。「ナニンダ
ヌンビシー［rnaTndanumbiJix］（｢なま眠り、半分眠りをして｣、十分に睡眠をとる
ことができない)。ユrｍ－アF－句ヌ「ハイサー可ヌンビー「キュッ可トゥムテーヤ
ナ｢ニンダヌンビシ－フイー'ラル｢ナーッー'ター［jurbe可：？arx可nurhaisax可
numbiZrkjuxt可tumutexjanarxndanumbiJix⑪ui可rarurnaxt1[a］（昨夜はあまり早く
寝て、今朝はなま眠りして、起きられなかった)。
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ナシ｢パ［naprpa］（名）まくら（枕)。ｒキー可ナシrパ［rki2~lnaprpa］（木製の枕)、ヌ｢ヌ
ナッパ［nuFnunappa］（布製の枕)。
ナ｢ビヌ可・ブタ［narbinu可‐⑪Vta］（連）鍋の蓋。なべぶた。茅を｢クーズ［rkuxdzu］（とう
づるもどき）の皮で円錐形に編みあげて作った。芋を煮る大鍋の蓋として利用した。「シ
ン可メナビヌ・ブタ［｢Jim可menabinu-⑪Vta］（四枚鍋の蓋、大鍋の蓋）という。
ニッ｢カイ丁ヤー［nik｢kai可jax］（名）二階家、二階建ての家。イ｢ナリ｢ナ司一ヤーニッＦ
カイ可ヤーヌドウア｢ルー［?irnaTirna1xjgxnikrkai可jaxnudu？arrux］（石垣島には二
階家がある)。
ヌーイ｢ルー［nuxi｢rux］（名）のこぎり（鋸）ｒヌーイ可ルｒヒシ可カイー「ジョーッ可トニ
ー「キー可ヨーｒバー－１ナーッティー［rnuxi-1rur9ikMaixrd3oxt~ltonixrkix可jox
rbgx1naxttix］（鋸を使って上手に木を縦に切りさきなぎい。分けなきい)。Ｆキー－１ユｒ
パイ［rki2~'jurbai］（木を縦に切り分けなさい)。「パイ可ヤー［rbai~ljax］（縦にさきな
さい。木を縦に切りさけ)。～バウ｢ナー［baurnax］（切りさくな)、「バイリター
［FbaiTjtax］（さいた)。「ワーボー可スニヤッターバ｢ヌ可ンボン［rwaX
box可sumjattaxbarnu可mrboO］（君が割くなら私も割く)。
rヌンブン［rnumbuO］（動）ねむる、寝る。「ヌンバヌー［rnumbanux］（寝ない)、「ヌン
バルヌー［rnumbarunux］（寝れない)、「ヌンブナー［｢numbunax］（寝るな)、リコー
「ヌンビシター［｢me可XrnumbiJlta:］（もう寝た)、「ヨーインハリ可－Ｆヌンブッカー１
－［rjoxiUhari可xrnumbukka1x］（裏座に行って寝るねえ)。「ハイ可サ「ヌーッタダｒ
ルー［rhai可sarnuxttaxdarrux］（早く寝たい）、ｒヌーッターヌ可ナ「ラヌー
［｢nUXt[aXnU可narranU］（眠たくて仕様がない)。
｢ノースン［｢noxsuU］（動）直す。修繕する。「ジヨー可トニワー可サナー［rd3o:~itoni
rnox可sanax］（上等に修繕しなさい、～直しなさい)。ワーリヤー［rnox可Jijax］（直せ)､。
「ノー~'ス｢ナー［rnox~Isurnax］（直すな)、「ワー１－ワーコススニヤッターバ｢ヌ可ン「
ノースン［rwa可ｘｒｎｏ内usunijattaxbarnu-1nrnoxsuO］（君が直すなら私も直す)、「
ノーシッ可タツ｢チョッー'ター［FnoxJit可ｔａｒ[lbt可tax］（直したい)、「ノーリッターダ｢ル
ー［rnox~lIittaxdarrux］（直したい)。
｢パーキー［rpaxkix］（名）枯れ葉などを燃料として使用するもの。日常的には、これらの
「パーキー［rpaxkix］などを集めて燃料として利用した。芭蕉の枯れ葉は焚き付けによ
く利用された。
rパ可イ［rpa~'i］（名）灰。木の灰、葉の灰などがある。ク｢ヌパイヤージョ－可トニ
トウ「リ可ウrキ［ku｢nupaijaxd3ox~Itoniturri~lurki］（この灰は上等に《きれいに》
取っておきなぎい)。布を晒すときに使用するため、灰をていねいに保管した。力｢ニド
ッチヌパー'イ［kur7dotUinupa1i］（竃の灰)。
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｢パイレー［rpairex］（動）木などを寸断する。
（｢キチ［barkitJi］（名）バケツ（馬穴)。ブリキなどで作った水を入れて運ぶ容器。英語
のbucketの転訓したもの。（「キ可チサーニドゥミ「ジェー可プニダ１－
［barki可tJisaxnidumird3ex可のurnida12］（バケツで水は汲むのだ)。
パ｢ク［parku］（名）はこ（箱)。「キー可パ｢ク［｢kix可parku］（木箱)、力「ビハク
［karbihaku］（紙箱)、パrクヌ・ブタ［p9rkunu-中ﾘね］（箱の蓋)。ナ「ビ可ヌフタ
［､a｢bimu岬a］（鍋の蓋)。
（｢ラ［P⑨｢r⑨］（名）柱。四寸角の角材を用いた。Ｆナー可パrラ［rnaX丁Pgrr9-1］（名）中柱。
ズrマン可パ｢ラ［dzurmam可pgrrg］（軒柱、「自慢柱」の義か)。
（｢ラッ司夕シナ［ba｢ratTaJina］（名）わら縄、藁で綿った綱（ワラ縄）は重宝きれた。
学校の備品を買うために、ワラ縄を各家庭より供出させたりした。
（｢ルン［barruO］（動）わる（割る)、こわす（壊す)。ｒワー１－（｢ルースニ可ヤッター
バ｢ヌー'ン（｢ルンドウ｢ラー［｢ｗａ１ｘｂａ｢ruxsuni可jattaxbarnu1mbaFrundu｢raX］（君
が割ったら私も割るよ）、ム「ヌ可ドゥ（「レースヌ可シェー［ｍｕ｢、ｕ可ｄｕ
ｂａ｢rexsunu1Jex］（ものを割った、ものを壊した)。「マーイ可ドバrレースヌ可シェー
［｢maxi1dubarre:sunUTex］（椀を割った)、（｢ルナ［barruna］（割るな、壊すな)、（「
リーダ｢ルー［barrixdarrux］（割った)、（rリーネーヌー［barrixnexnux］（割ってしまっ
た)。
Fハンコガニ［rhan1gar］（名）はがま（羽釜)。
ピ｢－［pirx］（名）ひ（火）。「ピー可ヌドゥ「ムイラー［｢pix1nudurmuirax］（火が燃え
る)、ｒピー可ヤｒムシター［rpi:~ljarmUl1taX］（火は燃えた)。ｒモーヌー［rmOmUX］
（燃えない)、「ムーックニキューサーリドウラー［｢muxkkunikjuxsaxridurax］（燃え
ないで、煙っている)、「ピーー'ユヒ｢キリ［Fpix-1juGrkiri］（火をつけなさい)。
｢ピー［rpix］（名）火事。「火」の義。転じて、「火事」の意となる。「ピー可ヌドゥワジ
可ラー［｢pix-1nudur?､d3i可rax］（火事になった。「火が出た」の義｡）「ピー可ヌドウン
ジ｢トウー［｢pix可nudu？､d3irtux］（火が出た。火事になった）ともいう。
｢ビー［Fbix］（名）ひ（樋)。水を導き送る円筒状の竹。竹筒。軒の雨水を受けた樋からタ
ンクなどに導水するもの。
｢ピー－１ウ｢チャニ［rpix1utJar7］（名）マッチ。「火打ち」の義。「ピー可ウチャーヒキ｢リ
［rpix-1utJaxQikirri］（マッチをつけなさい)。
｢ビーコカーラ［｢bix-1kaxra］（名）雄瓦。上からかぶせる瓦。
｢ピーコモー｢シー［rpixmoxrJix］（名）たきび（焚火)。「火燃やし」の義。「たきび」とい
う言い方はなかった。
｢ビールン［FbixruO］（動）いる（居る)。「コー可ナードゥ「ビーラ司一［rkox可naxdu
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rbizra可x］（ここに居るか)、タ｢ローリブrラーヌー［tarrox可mburraxnux］（誰も居な
い)、「ナーッ可ティｒウナ可一ドゥ「ブタ可ラー［rnaxt可ｔｉｒ?unaMurbuta可rax］（さ
っきまでそこに居た)、ブ｢ラ可ナーッター［buFramazttax］（居なかった)、ク｢マー'ナード
ゥ「ビーッター｢ルー［kurma可naxdurbixttazrrux］（ここに居たい)、「ビール可シト
ーブ｢ラーヌー［rbi:ruWoxburraxnux］（居る人はいない)。「ワービースコニヤッ
ターバ｢ヌー'ン「ビールンドウrラー［rwaxbixsu可nijattaxbarmmrbizrundurrax］
（君が居たら私も居るよ)。
rビールン［｢bixruO］（動）すわる（座る)。ｒブーナー［rbuxnax］（座るな)、「ビーレー
［｢bixrex］（座れ)、「ビーッターダrルー［rbixtta2darrux］（座りたい)、「ビーコルシトー
ブ｢ラーヌー［｢bi:ru可JltoxbuFraxnuX］（座る人はいない)。「ビーヤッヨサダ｢ルー
［rbixjas~lsadarrux］（座りやすい)、「ワービースヒヤッターバrヌー'ンｒビールンド
ウ｢ラー［rwaxbiXsu~lnijattaxbarnu-1mrbixrundurrax］（君が座ったら私も座るよ)、
「ハイ可サ「ビーレー［rhai~'sarbixrex］（早く座れ)。
ビキー［gIrkix］（名）しきい（敷居)。襖や障子をたてる際、溝を掘った横木を部屋の境
の下にわたした横木。鴨居の対。
上｢キッ可タンア｢（［Qrkit可taO?arba］（名）石油、「石炭油」の義。
Fピャ｢チ［rpi可jartji］（名）ひばち（火鉢)。「ピー可ヤ｢チ可ナーｒピーー’ウク「シー
［rpiz可jartJimaxrpix可？ukurJix］（火鉢に火をおこしなさい)。
ピrローヌンビ［pirroxnumbi］（名）ひるね（昼寝)。「キュ可ヤーピ｢ローヌンビシン
力司サーニユ｢ロ司一メー「ヌンバルナーッ可ティー［rkju~'jaxpirroxnumbi
JiOkaMxnijurro可xmezrnumbarunaxt1tix］（今日は昼寝をして夜は眠れない)。
ワイルン［｢⑪uiruO］（動）しばる（縛る)。「フイリヤー'一［｢⑪uirija可x］（縛れ)、「フイル
ナー１－［｢中uirunaT］（縛るな)、「フイリシッター［r中uiriJ1tax］（縛った)、「ワーフイ
ルスコヤッターバ｢ヌ可ン「フイルンドウ「ラー［｢wax⑪uirusuni-1jattaxbarnu可O
1uirundurrax］（君が縛るなら私も縛るよ）、「ハイ可サｒフイリヤ司一［rhai丁sa
1uirija可x］（早く縛りなさい)。「フイルシトーー’タ｢ロー可ンブ｢ラーヌー［｢中uiru
J1tox可tarrox-1mburraxnu:］（縛る人は誰もいない)。
ワーヤー［｢のuxja］（名）「大家」の義。おもや（母家）のこと。ク｢ヌーフー可ヤーヤ
ー「フーリヤン「チョーッー'ター［kurnux中ux~ljazjgxr⑪ux可Janrtloxt可tax］（この
母家は大きい)。
｢フー可リャー［｢⑪UX可rjaX］（名）ペんじょ（便所)。ｒオ司一シー［「?O-1iJiX］（豚舎）ともい
った。昔は人糞を豚に与えた時代があったが衛生上問題があるとのことで禁止された。
巡査が各家を回って検査した。改良されたのがｒフーリャーであるという。まず「シュ
ッキ［rJukki］（大便を落す穴）を塞ぐよう命令されたという。
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ワーン［｢⑪uxO］（動）戸を閉める。閉じる。ヤ「ドゥ司一「フェー［jardu~ｉｘｒ中ex］（戸
を閉めなさい)。ヤ「ドウーiヤー「フーナー［jardu可jgx1uxnax］（戸は閉めるな)、
「ハイ可サ「フェー［rhai可samex］（早く閉めなさい)、「フシター［｢⑪uJltax］（閉め
ている)、ヤ｢ドゥプユー「フーシトゥヌドゥプブ｢ラーン［jardu-1jux1uKJltunudu可
burraxO］（戸を閉める人がいない）「ワーフースニ可ヤッターバ｢ヌリ「フーンド
ウラー［｢wax⑪uxsu可nijattaxbarnuhr⑪uxndurax］（君が閉めるなら私も閉める
よ)。
フ｢ガ可ラジナ［⑪urga可rad3ina］（名）黒ツグの根にある黒い繊維で約った縄。風雨に晒
されてもなかなか朽ちなかった。強い縄、綱であった。莞が暴風に飛ばされないよう
に、蔓に掛けるのに用いた。船のアンカー用の綱に用いられたりした。
フ｢クダイ［の!｢kudai］（名）机。高い机。
フ｢夕［中Vrta］（名）ふた（蓋)。鍋蓋、箱蓋。フｒタカ（｢シー［中urtakabaFJix］
（蓋をしなさい。蓋を被せなさい)。
フシ｢クイ［⑪Vkrk，ui］（名）ほこり（挨)。フシｒクイヌドゥタチ－１ラー［⑪Vkrkuinudu
tatJi1raX］（挨がたつ)、フシ「クイカビ可ドウラー［中ukrk，uikabi-1durax］（挨をか
ぶっている)。ｒインノヌ可フシ「クイ［「?innonu司艸krk，ui］（砂ぼこり、「砂の挨」
の義)。
フシrクジ［⑪ukrkud3i］（名）ちり（塵)。フツｒク可ジヨーアツ｢チ可一リシ｢テイリ
ヤ司一［中ukrku1d3ijox？atr[Ji~':ｒｉＪｉ｢tirija-1x］（塵を集めて捨てなさい)。アシ｢チ可一
シテイレー［?at｢[Ji可xJltirex］（集めて捨てなさい)。
フシFクルー［中Vkrkurux］（動）作る、造る、たてる（建てる)。「ヤーー'ドゥフッ「ク
リオーダー１－［ｒｊａｘＵｕ⑪1kＦk，urioxda可x］（家を造っておられる)、ｒヤー可ドウフッ「
クル司一［rjax可ｄｕ軸krkuru1x］（家をぞ造る)。
｢フッタイ［Tut[ai］（名）はり（梁)。柱と柱の上に渡たす木材。柱を固定する水平材。
｢プリ［r中u可0］（名）くぎ（釘)。鉄釘。「フンウ｢チー［｢｡u0？urtJix］（釘を打ちな
さい)。
Fフンー'夕｢二［F中un1tar7］（名）床。「踏み板」の義か。床板。縁側。昔の竹富島の民家
の縁側は、現在よりも一段と低かった。農家には、縁側はあまりなかったという。イ
「チ可バンザヌ「フンタニ可イイカスナ「ラー［?irtli可bandzanur⑪unta（
？ikasuna｢rax］（一番座の縁側へいらっしゃい)。
rベーッサニ［rpexssaY］（名）ひばし（火箸)、「火はさみ」の義か。ｒペーッサン可サーニ
ハ｢サマイrヤー１－［rpexssan可saxniharsaTja可x］（火箸ではさみなさい)。
｢へ－可リブ｢チ［rhex可ri中1rtJi］（名）入り口。門口。縁側の入り口。
｢ベーンキ［rpezOki］（名）ひざまずき、正座。「ペーンキシーオーコリーレー
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［rpexOkiJix？ox可rixrex］（正座なきっていらっしゃいませ)。
ボーrシ［pozrJi］（名）ほうき（箒)。ミ｢ナゴポー｢シ［mirna可pox｢Ji］（庭箒)、「ヤー可ヌ
チーヌポーrシ［｢jaX可nUtJiXnUPOXrJi］（家の内の箒)。「ポーシ可サーニミ｢ナー可
ユ「カイリテイーリ｢ヤ可_［rpoxJi可saxnimirnax可jurkai可JiiXri｢ja可x］（箒で庭を掃
きなさい)。
｢ホーン［hoxO］（動）食べる。「ホーナー［rhoxnax］（食べるな)、「ホシター［rhoJitaz］
（食べた)、フェー［叩ex］（食へ)。
｢ボン［rboO］（動）きく（割く）。木を建てに切り割く。「ワーボー可スニヤッター
バ｢ヌ可ン「ボン［rwa2box可sunijattaxbarnu可mrboO］（君が割いたら私も割く）。
ｒキー可ユ「パイ可ヤー［｢kix可jurbai可jaX］（木を割け)、バウ｢ナー［baurnax］（割く
な)。
｢マー可イ［rmax可i］（名）お碗。飯碗。「まかり（鋺)」の転訓したもの。「マー可イユア
「ライテイ～［rmax可iju？arraiti～］（飯碗を洗って～)。
｢マー可キー［｢max可kix］（名）たきぎ（薪)。キ｢ザ可ル［kirdzaTu］（祭祀）のときに煮炊
きに使用する薪。木の幹を割って薪にしたもの。「マーキ可シ「シナー［rmaxki
jTJinax］（薪を伐りに《行く》）。
｢マイ可ヤ｢シー［rmai可jarJix］（名）目かくし。ヒンプンのこと。「マイ可ヤシーヤ「グッ
リドウスメrルー［｢mai可jaiixjarguk可kudusumerrux］（目かくしは石垣を積んで
作ってある)。
｢マイ可ヤシr夕［rmai可jatrta］（名）おもて（表)。「前方、前側」の義か。転じて「表」
の意。「マイ可ヤッタヌミ「ナー可インジアスベー［｢mai1jat[anumirnaz1ind3i
？asubex］（表の庭に出て遊ベル
｢マッシヤ［rmalJa］（名）屋根の「前平」の義。，｢シツシヤ［JrJWa］（名）「後の平」
の義。家屋の最上部に、雨露を防ぐためにかけた天蓋状の斜面。東面、西面、南面、
ビラ
」上面の四面構造の家が普通である。その斜面を「平」（《坂》《崖》）といった。側
面は、ス｢（［surba］（屋根の側面）という。
マ｢ラ可シンガン［marraTiOgaO］（名）産士神として床の間に置く香炉のこと。「生まら
せの神」の義か。各家で子供が誕生すると、男女の区別なく、－個ずつ作り、床の間
に置いて健康祈願をした。その香炉に、子供が誕生したことを報告し、子供をあずけ
たという。
｢ミー可カー｢ラ［｢mix可kaxrra］（名）雌瓦。雄瓦の下に敷く瓦。
ミ｢ジダラ［mird3idara］（名）台所用水を溜める溜め池。夏には、藁をつけて湿らせた
り、「クージ［rkuxd3i］（トウヅルモドキ）を湿らせて旅を作るのに利用した。溜池の
囲いには「えんさい」（雲菜）を植えた。
－８４－
Hosei University Repository
ミ｢ジマイ［ｍｉ｢d3imai］（名）みずまき（水撒)。ミ「ジマイヤ司一［mird3imaija-1x］
（水を撒きなさい）。「ピューシチヌ可トゥ「バンヨーー'シミＦジマイヤ可-
［rpju:JltJinu可ｔｕ｢baJ1jo:可Jimird3imaija可x］（俟が飛ばぬよう、水を撒け)、「モー
ナー［｢moxnaz］（撒くな)。
ミ｢ナ［mirna］（名）庭。屋敷内の空き地。ミｒナーー’ンジ｢リー［mirnax1nd3iFrix］
（庭へ出なさい)。ミ「ナーコンジアスベー［ｍｉ｢nax可ｎｄ３ｉ？asubez］（庭へ出て遊
べ)、イ「ローッ可タヌミ「ナー［?irroxt-1tanumi｢nax］（西側の庭)、「アーッコタヌ
ミ｢ナー［｢?axmanumiFnax］（東側の庭)、「マイ可ヤッタヌミｒナー［rmai-1jattanu
mirnax］（前方の庭)。ｼ｢ショ可一タスミ「ナナーコアスベ－［j｢Jo-1xt[anumirnanax
？asubex］（後方の庭で遊べ)。
｢ムッシュ［ｒｍｕＨｕ］（名）たたみ（畳)。「むしろ」の義が。「たたみ」は最近になって
借用された語という。むしろ（筵)。「ムッリュ〈ツターメー「ヤー可ヤナrリコド
ゥンナッテイヤー［ｒｍｕｊＴｕｋ,uttaxmexrjax可janarri1dunnattijox］（むしろ
を敷いたら、もう家は出来たよ)。
｢ムップショ｢＝［｢mujTorY］（名）ござ（莫蓮)。美称の指小辞が下接したもの。筵の立
派なものを意味する。
ム｢ヌ可ブス「ドゥン［murnu可p9surduO］（連）「物干す所」の義。物干場。
ム｢デカー［muFra1kax］（名）「村井戸」の義。村所有の共同井戸。六本ほどある。
rモースン［rmoxsuO］（動）もやす（燃す)。「ピーー'ユ「モーシェー［rpix-ijurmoxJex］
（火を燃やせ)、「モーⅨ「ナー［ｒｍｏｘ可surnax］（燃やすな)、「モースンテー可ラー
［rmOXSUnteX1raZ］（燃そうとしている)、「モーシッター［rmOXJit[aX］（燃した)、「モー
シヤッサー'ダ｢ルー［rmoxJijassa可darrux］（燃しやすい)、「ワーモーススコヤッター
バ｢ヌー'ン「モースン［rwaxmoxsusuni~'jattaxba｢､u可mrmoxsuO］（君が燃したら
私も燃す)、ｒモースシトゥヌドゥ可ブ｢ラーン［rmoxsuJitunudmburraxO］（燃す人
がいない)。
｢ヤー［rjax］（名）いえ（家)。家屋。「カーラー'ヤー［｢kaxra可jax］（瓦家、瓦葺き家)、ｒ
ガヤ可ヤー［rgaja可jax］（茅葺きの家)、ア｢ナフ丁ヤー［?arna⑪u-1jax］（｢穴掘り家」の
義。掘っ建て小屋のこと）などがある。「ヤー可タティ「シ－１ルン「テーー'ラー
［rjanatirJi可runrtex可rax］（家を建てる)、「ヤーン〈可ルン「テー可ラー［ｒｊａｘ
ｋｋ,u可runrtexMx］（家を作る)。
｢ヤーコウツ｢リ［rjaxmtsurri］（名）引っ越し。「家移り」の義。「ヤーウツリドゥ－１ショ
ーrダ司一［rjaxutsuridu可Ｊｏ:rda1x］（家移りく引っ越し〉をされた)。「ヤーウツリヌ可
テイヴナイ可シーラ［rjaXUtSUrinU1tirganai可Ｊｉ:raX］（引っ越しの手伝いをする)。
｢ヤーコヌ・シジ［rjamu-Jid3i］（連）「家の頂」の義。莞のこと。ヤーフ｢キ［jax
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⑪!｢ki］（家を葺くこと)。
ヤｒドウ［jardu］（名）戸、「屋戸」の義か。掃き出し式の窓。戸口。縦６尺、横３尺の
戸を開閉して出入口とするところ。夏期は暑いので、全ての戸を開放して涼風を入れ
る。台風の時は、戸の内側と外側に垂木や竹芋をわたして固定し、暴風に耐えるよう
強化した。ヤ「ドゥ可ハイレー［jardu可hairex］（戸を開けなきい)、ヤ「ドゥャ「
ハウナー［jardu可jarhaunax］（戸は開けるな）、ヤＦドゥーＷｒハ可イシ「ター
［jardu可jarha可Wtax］（戸は開けた)、～｢ハイ可ラルrヌー［～rhai可rarurnux］（～開け
られない)。
｢ヤヒキ［rja9jki］（名）屋敷。「ヤヒ可キヌドゥｒフー可シャ｢ルー［rjaWkinudu
r中u:可Jarrux］（屋敷が大きい)。ｒヤヒ可キドゥＦ’〈ルン１テラ_［rja9l可kidu
rkk，urmte,ax］（屋敷を作る)。
｢ユーッタルガー［rjuxttaxruka可x］（連）横たわる。横になる。「メ可一ｒユーッタリテ
ィー可ヤ｢ス可ミ｢ヤ可一［rme-1：rjUXttaXritiX可jarSU-1mirja可X］（少し横になって休みな
さい)。～ｒドゥーユックイ可シリヤー［～rdu:jukkui可Jirijax］（～体やすめにしな
さい)。
｢ユーコフル［rjux-1⑪uru］（名）ふろ（風呂)。「ユーーワルヌア｢リッ可テイドゥ「ユーー’
フルユドゥアィッティクッタ「ルー［rjux可中urunu？arrit可[idurjux1urujudu
？aittikuttarrux］（風呂があるので、風呂を浴びて《入浴して》きたよ)。仲筋井戸
（大きな降り井戸）の側に銭湯があった。
｢ユッコツル［Fjut可[suru］（名）えつり（桟、「瓦乃衣都利」和名抄)。屋根を葺く際、
たるざ
垂木の上に竹を簾状'二編んで渡したもの。
ユッ「トゥイ［jutrtui］（名）あかとり（i金取り）。船の１１金を汲み取る器具。松の幹で作
った。
｢ヨ１－［rjo可x］（名）裏座。部屋の名称。「ヨーナー可ドゥ「ユイー'ラー［rjomax可du
rjui~lrax］（裏座で休みなさい。新婚夫婦などは｢ヨ１－で生活した。一般家庭の場合は、
着替えなども「ヨー１－でなされた)。Ｆバーナー可ヤ「ヨーナー可ドゥヌンビ｢ラー
［rbaxnax~ljarjoxnax1dunumbirrax］（私は裏座で寝るよ)。ウ｢ラザ［?urradza］（裏
座）は最近の人が使う。
｢ヨーン［rjoxO］（動）やく（焼く）。ｒヤイヤ可_［｢jaija-1x］（焼きなさい)、「ヤイシテイ
レー［rjaiJjtirex］（焼きすてなさい)。「ヨーナ［rjoxna］（焼くな)、「ヤイシター
［rjaiJltax］（焼いた)、「ジョー可トー「ヤーイドウラー［rd3ox可tonirjaxidurax］（立
派に焼けている）、「ヨー可ヒトウヌドウブ｢ラーンシェー［rjox可91tunudu
burraxOJex］（焼く人がいない)。「ワーヨースコヤッター（「ヌ可ン「ヨーン
［rwaxjoXsuni可jattaxba｢mJ1rjoX0］（君が焼くなら私も焼く）。
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｢ン一司二［ｒｍｎｉ］（名）むね（棟)。「キューヨヤｒン_ニアイルンテー可ラー
［rkjux可jarnzni？airuntex可rax］（今日は、棟上げする)。
｢ン_ニギー［rnmigiX］（名）棟木。屋根の一番高い所にわたす梁。「天官賜福紫微鷲駕」
の文を墨書しゅる習`償があったという。
ンrジブチ［?､rd3iのVtJi］（名）出口。
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
l）ア｢ジヌドウー’ウ｢スサルー［?ard3inudu可？ursusarux］（味が薄い）
2）カツ｢ティ可ラル｢ヌ［katFti可rarunu］（おかずと一緒に食べられない。好まれない）
3）「ナー可ザ［rnax~ldza］土間、「中座」の義が。
4）イ｢ジュナニッスッrザシー［?ird3un⑨xssuzrzaJix］（魚なます《魚の刺身》を出し
なさい）
5）力｢マナーッタン可ティンミ｢シャン［karmanaxtan可timmirJaO］（噛まなくてもよ
い）
ｒカン－１ダrルッコター［rkan~'darrut可taX］（噛んだら～）
「ワーカソダル｢スニ可ヤッター（rヌー'ン「カン可ダルンドゥｒラー［｢ｗａｘ
ｋａｎ可darursuni-1jattaxbarnu10rkanUarunduFrax］（君が噛むなら私も噛むよ)。
6）力rチ［k評tJi］（搾り糟、糟)。
７）カツ｢ヂヌイティハ｢リー［katrUi可nuitiharrix］（かきこんで行け）
８）ｒダン可ティ［rdanTi］（副)、（よく）
９）シ｢トウ可ブイ［Jjrmbui］（－軒、－煙）
プタブイ［⑭｢tabui］（二軒）
「ミーー'ブイ［Fmipbui］（三軒）
ス｢（［suFba］ソバ、沖縄ソ（のこと。麺を使用して作った。
１０）ハ｢サマ［harsama］（玻座間集落）
ス｢ネヤ［su｢Yja］（各支会の集会所）ス｢ミヤ［surmija］と同じ。「集りの家｣。
ｒアイリッタムラ［｢?aimottamura］（東村）
「インリッタムラ［r?in-lnOttamUra］（西村）
「ナー可ジムラ［rnaxU3imura］（仲筋村）
11）「トーワヤーマFミー可ナーイドウツ｢ク可ルーヤリッティドウ－Ｆアンネー可力
「ラー'ダヌタミ「ナンナッ可ティヤー［rtox⑪u1jgxmarmix可naxidukrk,u可ruxjarittidu
r?annex1ka｢raUanutamirnannatt可ijgx］（豆腐は豆で作るものであるから、あんな
に体のためになっている）
12）「ハイ可サ「ネーシェー［rhaFsaFnexJex］（早く煮なさい）
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「イーＵ－ｒマー可スシトウヌドウブ｢ラーン［｢?ix可juxrmaX可ｓｕＪｊｔｕｎｕｄｕ
ｂｕｒｍｘＯ］（御飯を炊く人がいない)。
13）テイッ｢カン［tikrk,al]］（名）（手づかみ、手掴み）
ひ
14）ツ｢シャシー［JrJaJix］（硬し]ご飯。米飯干させ《飯》の義か）
15）シrノー［Ji｢nOX］（筋）小麦粉や米の粉などから不純物を取り除くために用いる筋。
目が極細の筋。
16）ナシ｢チヤ可ス［natrUa1su］（動）（はかどる。仕事が進捗する）
ナシ｢チャサリッスワ－［natrUaSariSSUWaX］（はかどったので～）
「ヘーシ可ドウク｢ヌッ可コーナッ｢チャ可サリッタ｢ラー［｢hexli可dukurnuk可kox
natrtJaMrittarrax］（どうしてこんなにはかどったのか）
17）アビドウラー［?a｢bidurax］（あふれている）
18）クrヌドウンー'ナーイミ「ジェー１－フr二［kurnudmnaximird3e1x⑪urni］
（ここで水を汲め）
ク｢マ可ナーイフ｢ネー［kurmamaxi⑪urnex］（ここで汲め）ともいう。
19）ハ｢タラルヌー［h9rtararunux］（働けない）
メー「ヴーッターナrラヌー［ｍｅｘｒ?u可xttaxna｢ranu］（もう動いたいけない)。
「ウーー'ワスナ［｢?UX1WaSUrna］（動かすな)。
「〆可－ナー「ウー可ビrや_［rme1xnaxr?u:可birja1x］（少しは、動きなさい)。
ｒウー可ウーシトーブ｢ラーヌー'一［｢?u:可uxJUoxburraznu可:］（動く人はいない)。
20）「ハイ可サファイ［ｒｈａｉＭｒ中ai］（早く食べなさい)。
21）ｒキュー可ン「マターマー可ヌｒヴヌドウ可ホー「ダブー［rkjux可ｍｒｍａｔａｘ
ｍａｘ~'nurunudu~lhoXrda可x］（今日もおやつを食べた)。
22）ｒヌーン［rnuxU］（煮えない)。
23）「ユイ可ヤー「メ１－ファードウ「ヌンビヤッサ｢ルー［rjui可ｊａｘｒｍｅ司中axdu
rnumbijassarurux］（夕食は少し食べた方が寝やすい）ともいう。
24）「ユー丁カイ｢リー［｢jux可kairrix］（湯をかけなきい)。
25）グ｢マコシヤーウッキー［gurmaTaxukkix］（胡麻茶うけ)。
ウ｢リッコーリ「クー［?urrikk,oxrirk,ux］（それを作ってきなさい)。
26）「ヨー可シトウヌドウブ｢ラーヌ［rjoX可Jjtunudubu｢ramu］（焼く人がいない）
27）ン｢ガ可サー｢スーコヤッターヌ｢ニナ［Urga1saxrsuxni丁jattaxnurYna］（苦かった
ら飲むな）
ン｢ガ可サ｢タン可ティンッ｢ス可ルリヤーヌ「ミ［Orga可Sartan可tinSrSU可rUrijOX
nurmi］（苦くても薬だから飲め）
28）ン｢マツ可サルヴヌーｒノー可ンチヤンネー｢ヌナ可ニヤー［?urmasMruunux
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rnoX1ntJanne:｢nuna1Yj。x］（おいしいものは何もない。今は）
ンrマ司一rスゴヤッター「ホイヤ司一［?mrma可xrsuni-1jatt,arhoija~'x］（おいしかっ
たら食ぺなさい）
ンrマー１－ツタンティン「ワー可ヤ「ホーナ可－［?mrma可xttantiUrwaTjarhoxna可x］
（おいしくても君は食べるな）
29）シ｢バツ可サ｢タンプテインミ｢シャン［Jirbas1sartan1timmirJaO］（狭くてもよい）
シ｢（可サrスコヤッターカ｢ラルヌー［Ji｢bas可sarsuni可jattaxkarrarunux］（狭かっ
たら借りられない）
30）「ハイー'サ「ﾂ〈リッ司夕一Ｆスー［rhai1saxrkk，urit-1t,axrsuX］（早く作りたい）
「ハイ可サｒﾂくぅリヤー［rhai1saFkkTrijax］（早く作れよ）
31）「ヌイ可ルサーニｒキー可ユツ｢シー［｢nui可rusaxniFkix可ｊｕｎｉ］（鋸で木を切れ）
32）「ハイコサワーシー［rhai1sarnoxJix］（早く直せ）
「ノー可スシトウヌドウブ｢ラーヌー［rnox-1suJ1tunuduburraxnux］（直す人が
いない)。
33）ｒハイ可サーバ｢リーヤコー［rhai1saxbarrixja可x］（早く割れ、壊せ）
「コー可ナーイバrルナー［rkox可naxibarrunax］（ここでは割るな）
34）「ハイ可サーク｢ラ可ナー「ビーリヤ可一［rhai可saxkuFa｡､axrbixrij記x］（早くここ
に居れ）
35）「フイリッ可ター｢スー［r中uiIit可tax｢sux］（縛りたいなあ）
ワイリ可ピレー［｢小uiri~'pirex］（縛ってくれ）
36）ヤ｢ドヴフェー［ja｢du司中ex］（戸を閉めよ）ともいう。
37）ヤrドウ可ハイルシトウヌドウブ｢ラーヌー［jardU可hairuJltunuduburraxnux］
（戸を開ける人がいない）
「ワーハイスー'ニヤッター「バヌー'ン「ハイルンドゥラー［rwaxhaisu可nijattax
rbanu~Inrhairundurax］（君が開けるなら私も開けるよ）
話者：河上親雄氏（大正３年１月２日生）
本分野の方言資料は、すべて河上氏のご教示によるものである。ご協力に深く感謝申し
上げる。
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